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新しく優しい医療をあなたのもとへ

見える医療を開拓する。
福井大学医学部附属病院

情報誌「フロンティア」

第27号／2023.11

座談会

厚労省指定モデル事業が発進！
脳卒中・心臓病等総合支援センター

アンチエイジング入門
自分に合ったセルフケアで心と体を健康に

特集／Clo s e  Up  Fron t i e r

次世代育成

 

初期臨床研修医の拡充目指し
環境とプログラムの魅力を
強力にアピール。
福井大学医学部附属病院 副病院長（教育担当）

五井 孝憲
トピックス
北陸初の高度被ばく医療支援センター

目の手術室

新型コロナウイルス感染症、2類から5類へ

リポート
遺伝カウンセラーの1日に密着！

「専門医や診療科と連携して遺伝にかかわる相談に対処」
認定遺伝カウンセラー　池田 和美

安
心
と
信
頼
の
た
め
に
、

　
　
　そ
の
先
を
目
指
し
て
。

福井大学医学部附属病院
特定機能病院

〒910-1193福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23-3　TEL 0776-61-3111（代） 0776-61-8615（病院広報室）
URL:www.hosp.u-fukui.ac.jp/

広報に関するご意見、ご要望をお聞かせください。

福井街角放送の「Radioあいらんど」番組内で、
“福大病院まちかどラジオ”が放送されます。
福井大学病院の最新情報や、季節に合わせた旬な
情報をお送りしますので皆さんぜひお聴きください。

放送日時：毎月第1、3水曜日 
16：30分頃から約10分間放送

FM77.3MHz

まちかどラジオを知っていますか？

福井街角放送はカーラジオをお使いいただくと、嶺北地方の広
範囲でお聴きいただくことが可能です。また、福井ケーブルTV
のガイドチャンネル（555ch）でもお楽しみいただけます。

11月1日

11月15日
12月6日
12月20日
1月3日
1月17日
2月7日
2月21日
3月6日
3月20日

ワクチン接種の必要性
（インフル、コロナ、肺炎球菌）

未来に残そう抗菌薬
日常検査から分かる腎臓の病気
大腸疾患（大腸がん）に関して
声がれの病気
慢性腎臓病
乳がん検診について（仮）
スギ花粉症
頭痛
未定

■放送予定

放送日 テーマ
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平
成
16
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
初
期
臨
床
研
修
制
度
の
も
と
、

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
次
世
代
の
医
療
人
育
成
に
向
け

質
の
高
い
研
修
環
境
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
た
影
響
も
あ
り

近
年
は
初
期
臨
床
研
修
医
の
確
保
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

新
任
の
五
井
孝
憲
教
育
担
当
副
病
院
長
は

医
学
生
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
強
化
し
て

初
期
臨
床
研
修
医
の
拡
充
を
図
る
方
針
で
す
。
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充
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図
る
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で
す
。

初
期
臨
床
研
修
医
の
拡
充
目
指
し

環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
を

強
力
に
ア
ピ
ー
ル
。

次
世
代
育
成

五井 孝憲

福井大学医学部附属病院
副病院長（教育担当）
臨床教育研修センター長

昭和38年、福井県敦賀市出身。平成元年、大阪医
科大学（現大阪医科薬科大学）医学部卒業。平成
7年、福井医科大学（現福井大学）大学院医学研
究科修了。2年間の米国タフツ大学留学を経て、
平成11年4月から福井医科大学医学部に勤務。
平成28年、福井大学学術研究院医学系部門教授
に就任。令和5年4月から現職。専門は消化器外
科学。日本消化器外科学会理事。
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福井大学医学部附属病院 副病院長（教育担当） 　五井 孝憲

Fukui

Function

Forefront

Face to face

Fun

Friendly

私たち「福井大学医学部附属病院」の

果たすべき「役割・責務」を明らかにするため、

最先端医療の「最前線」から

患者さん、地域の皆さまに「きちんと向き合う」媒体として、

かつ、県民の皆さまが「楽しめる」情報も盛り込んだ

「手に取りやすい」広報誌であることを目指します。

「専門医や診療科と連携して遺伝にかかわる相談に対処」
認定遺伝カウンセラー　池田 和美

脳卒中・心臓病等総合支援センター長

脳卒中・心臓病等総合支援副センター長

脳卒中・心臓病等総合支援副センター長

リハビリテーション科特命助教

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

栄養部管理栄養士

総括医療ソーシャルワーカー

菊田 健一郎
福井 伸哉
山村 修
山口 朋子
西本 尚弥
藏川 真紀子
三嶋 一輝

トピックス／Current Pick Up

診療の現場から／Watch

北陸初の高度被ばく医療支援センター

目の手術室

新型コロナウイルス感染症、2類から5類へ

ピロリ外来

08

座談会／Our Partner

厚労省指定モデル事業が発進！
脳卒中・心臓病等総合支援センター
目標は「健康寿命3年以上延伸」と「死亡率減少」。
包括的支援の中枢担う

1 3

1 2

リポート／Report
遺伝カウンセラーの1日に密着 ！

1 6

アンチエイジング入門／Anti-Ageing Navi20

掲示板／Bulletin Board

立ち会い出産－心待ちにしていた赤ちゃんが産まれる大切な瞬間に立ち会うこと－

自分に合ったセルフケアで心と体を健康に

1 9

良食良薬～カラダがよろこぶ健康食材～2 1

健康お役立ちグッズ22

「病気と治療の検索サイト」をリリースしました

1 1

患者さんの声／編集後記23

「Frontier」に込めた想い
本誌は、患者さん、地域の皆さまとの接点をより密接にし、さらなる安
心と信頼をお届けすることを目的に創刊しました。私たちが志向する
最新・最適な医療に対する思いを6つの「F」に込め、つねにその先駆
者であることを願って「Frontier」と名付けました。
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アットホームかつ質の高い環境で 
高度先進医療もプライマリケアも学べる。

初期臨床研修の水準が向上し 
地域医療との接点も拡大。

45

次
世
代
育
成

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
教
育
担
当
の
副
病
院

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。臨
床
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
長
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。福
井
県
の
次
代

の
医
療
を
支
え
る
優
秀
な
医
療
人
を
育
成
・
確

保
す
る
重
要
な
職
務
で
あ
り
、全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
行
の
初
期
臨
床
研
修
制
度
は
平
成
16
年

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。国
家
試
験
に
合
格
し
た

若
手
医
師
に
、外
科
、内
科
、救
急
な
ど
の
必
修

科
目
を
含
む
２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
義

務
づ
け
た
こ
の
制
度
は
、そ
れ
ま
で
の
専
門
領

域
に
偏
っ
た
研
修
で
は
幅
広
い
診
療
能
力
が
備

わ
り
に
く
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、プ
ラ
イ
マ

リ
ケ
ア（
総
合
的
な
診
療
）の
基
本
的
な
ス
キ
ル

を
習
得
し
た
医
師
の
養
成
を
大
き
な
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
院
も
こ
の
制
度
に
対
応
し
て
、幅
広
い
診

療
能
力
が
身
に
付
け
ら
れ
る
総
合
診
療
方
式

（
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
）を
基
本
に
、経
験
豊

富
な
指
導
医
を
数
多
く
そ
ろ
え
、自
由
度
の
高

い
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
ロ
ー
テ
ー
ト
方
式
の
採
用
、

研
修
医
向
け
の
勉
強
会
、各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
の
実
施
な
ど
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
質
の
高
い
研
修
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
院
に
お
け
る
初
期
臨
床
研
修
の
具
体
的

な
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
列
挙
し
ま
す
。

①
病
院
再
整
備
が
完
了
し
、き
れ
い
な
病
棟
、

広
い
外
来
、充
実
し
た
医
療
設
備
の
も
と
で
快

適
に
研
修
が
で
き
る
。

②
高
度
で
先
進
的
な
医
療
を
展
開
す
る
大
学

附
属
病
院
で
あ
る
と
同
時
に
、地
域
に
密
着
し

た
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
も
行
い
、「
広
く
か
つ
深

い
」研
修
が
で
き
る
。

③
同
規
模
国
立
大
学
附
属
病
院
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
症
例
数
を
誇
り
、２
０
０
人
以
上

の
経
験
豊
富
な
指
導
医
の
も
と
、多
数
の
執
刀

機
会
が
あ
り
、多
様
な
疾
患
を
経
験
で
き
る
。

④
地
方
の
大
学
病
院
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
、ど
の
診
療
科
も
２
人
以

上
の
指
導
医
が
付
く
こ
と
が
多
く
、知
識
や
技

術
の
基
本
か
ら
応
用
ま
で
指
導
が
な
さ
れ
る
。

⑤
多
数
の
セ
ミ
ナ
ー
室
や
個
別
デ
ス
ク
、仮
眠

個
室
、シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
た
臨
床

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
24
時
間
使
え
る

メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
併

設
さ
れ
て
い
る
。初
期
研
修
医
・
看
護
師
の
た

め
の
新
し
い
宿
舎
も
完
備
。

⑥
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、外
来
や
当

直
で
遭
遇
す
る
疾
患
や
、見
落
と
す
と
命
に
直

結
す
る
疾
患
を
中
心
に
、研
修
医
向
け
勉
強
会

を
毎
週
実
施
し
て
い
る
。

⑦
診
療
科
ご
と
に
研
修
医
と
世
代
が
近
い「
Ｕ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ 

40
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ（
40
歳
以
下
の
医
師
グ

ル
ー
プ
）」を
立
ち
上
げ
、研
修
医
が
困
っ
た
こ

と
や
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
少
し
補
足
し
ま
す
と
、初
期
研
修
医
・
看
護

師
の
た
め
の
新
し
い
宿
舎
は
今
年
か
ら
供
用
を

始
め
た
新
築
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、家

賃
負
担
は
月
額
２
万
円
で
す
。臨
床
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、成
人
心
肺
蘇
生

法
、小
児
心
肺
蘇
生
法
、エ
コ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
用
い
た
超
音
波
診
断
、腹
腔
鏡
手
術
、

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、内
視
鏡
治
療
、血
管
内
治
療
な

ど
高
度
な
医
療
の
技
術
を
習
得
で
き
る
最
新

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
そ
ろ
い
、セ
ミ
ナ
ー
や
技

術
研
修
に
参
加
で
き
る
ほ
か
、好
き
な
時
間
に

い
つ
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

　
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
行
わ
れ

る
勉
強
会
は
、全
科
総
動
員
で
専
門
分
野
の
医

師
が
講
師
に
な
り
、実
習
で
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
や
分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
整

理
で
き
ま
す
。

　
初
期
臨
床
研
修
制
度
が
見
直
さ
れ
、令
和
２

年
度
採
用
研
修
医
か
ら
到
達
目
標
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。研
修
評
価
や
修
了
の
要
件
も
大
幅

に
改
定
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
臨
床
教
育
評
価
シ

ス
テ
ム（
通
称
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
２
）が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。本
院
は
い
ち
早
く
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
２
を
採
用
し
、

最
大
限
の
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
院
の
研
修
医
に
は
自
主
性
を
求
め
て
い
ま

す
。疑
問
に
思
っ
た
時
は
、常
に
自
主
的
に
上
級

医
に
質
問
し
、自
分
で
調
べ
て
学
び
直
し
、そ
れ

を
実
践
し
て
い
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、医
療
現
場
で
は
多
職
種
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
医
療
技
術

を
結
集
す
る
チ
ー
ム
医
療
が
主
流
で
す
の
で
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
指
導
も
重
視
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、初
期
臨
床
研

修
の
水
準
が
向
上
し
、県
内
外
の
臨
床
研
修
病

院
、研
修
協
力
施
設
に
お
け
る
院
外
研
修
が
活

発
化
し
、地
域
医
療
と
の
接
点
も
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
研
修
に
慣
れ
な
い
う
ち
は
肉
体
的
・
精
神
的

に
体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
大
学
卒
業
生
に
と
っ
て
は
福
井
で
研
修
を
始

め
る
こ
と
に
不
安
を
抱
く
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
本
院
の
教
員
・
職
員
は
心
か
ら

研
修
医
に
寄
り
添
い
、快
適
な
研
修
生
活
を
送

れ
る
よ
う
親
身
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　　
し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
、こ
う
し
た
本
院
の

初
期
臨
床
研
修
の
特
徴
や
魅
力
、メ
リ
ッ
ト
な

ど
が
、福
井
大
学
医
学
部
の
学
生
に
十
分
に
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
私
た
ち
の
努
力
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、コ
ロ

幅
広
い
診
療
能
力
が
身
に
付
く

ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
を
基
本
に
。

自
由
度
の
高
い
方
式
や
勉
強
会
な
ど

独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

２
０
０
人
以
上
の
指
導
医
の
も
と

多
く
の
執
刀
や
多
様
な
疾
患
経
験
。

臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は

研
修
医
向
け
勉
強
会
を
毎
週
実
施
。

自
主
性
を
求
め
る
と
と
も
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
も
指
導
。

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

研
修
医
に
寄
り
添
い
親
身
に
支
援
。

本
院
研
修
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
が

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

医
学
部
６
年
生
を
対
象
に

初
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
。

メディカルシミュレーションセンター
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アットホームかつ質の高い環境で 
高度先進医療もプライマリケアも学べる。

初期臨床研修の水準が向上し
地域医療との接点も拡大。
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次
世
代
育
成

令
和
５
年
４
月
か
ら
教
育
担
当
の
副
病
院

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。臨
床
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
長
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。福
井
県
の
次
代

の
医
療
を
支
え
る
優
秀
な
医
療
人
を
育
成
・
確

保
す
る
重
要
な
職
務
で
あ
り
、全
力
で
取
り
組

ん
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い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
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臨
床
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年
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ま
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た
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試
験
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若
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医
師
に
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科
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の
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修

科
目
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含
む
２
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初
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研
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務
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こ
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は
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領
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た
こ
と
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踏
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え
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イ
マ

リ
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総
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的
な
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的
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習
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師
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目
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と

し
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ま
す
。

本
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力
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付
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る
総
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方
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（
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
）を
基
本
に
、経
験
豊

富
な
指
導
医
を
数
多
く
そ
ろ
え
、自
由
度
の
高

い
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
ロ
ー
テ
ー
ト
方
式
の
採
用
、

研
修
医
向
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勉
強
会
、各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
の
実
施
な
ど
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
質
の
高
い
研
修
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

本
院
に
お
け
る
初
期
臨
床
研
修
の
具
体
的

な
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
列
挙
し
ま
す
。

①
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②
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学
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。

③
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ッ
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ラ
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、２
０
０
人
以
上

の
経
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指
導
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の
も
と
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数
の
執
刀
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が
あ
り
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疾
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。

④
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療
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れ
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。

⑤
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研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ
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24
時
間
使
え
る

メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
併

設
さ
れ
て
い
る
。初
期
研
修
医
・
看
護
師
の
た

め
の
新
し
い
宿
舎
も
完
備
。

⑥
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、外
来
や
当

直
で
遭
遇
す
る
疾
患
や
、見
落
と
す
と
命
に
直

結
す
る
疾
患
を
中
心
に
、研
修
医
向
け
勉
強
会

を
毎
週
実
施
し
て
い
る
。

⑦
診
療
科
ご
と
に
研
修
医
と
世
代
が
近
い「
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40
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40
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以
下
の
医
師
グ

ル
ー
プ
）」を
立
ち
上
げ
、研
修
医
が
困
っ
た
こ

と
や
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
少
し
補
足
し
ま
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ム
マ
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で
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担
は
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額
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万
円
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す
。臨
床
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
に
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設
さ
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た
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デ
ィ
カ
ル
シ
ミ
ュ
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ョ
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に
は
、成
人
心
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蘇
生

法
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児
心
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蘇
生
法
、エ
コ
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シ
ミ
ュ
レ
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を
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た
超
音
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診
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腔
鏡
手
術
、

ロ
ボ
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ト
手
術
、内
視
鏡
治
療
、血
管
内
治
療
な

ど
高
度
な
医
療
の
技
術
を
習
得
で
き
る
最
新

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
そ
ろ
い
、セ
ミ
ナ
ー
や
技

術
研
修
に
参
加
で
き
る
ほ
か
、好
き
な
時
間
に

い
つ
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

　
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
行
わ
れ

る
勉
強
会
は
、全
科
総
動
員
で
専
門
分
野
の
医

師
が
講
師
に
な
り
、実
習
で
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
や
分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
整

理
で
き
ま
す
。

　
初
期
臨
床
研
修
制
度
が
見
直
さ
れ
、令
和
２

年
度
採
用
研
修
医
か
ら
到
達
目
標
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。研
修
評
価
や
修
了
の
要
件
も
大
幅

に
改
定
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
臨
床
教
育
評
価
シ

ス
テ
ム（
通
称
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
２
）が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。本
院
は
い
ち
早
く
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
２
を
採
用
し
、

最
大
限
の
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
院
の
研
修
医
に
は
自
主
性
を
求
め
て
い
ま

す
。疑
問
に
思
っ
た
時
は
、常
に
自
主
的
に
上
級

医
に
質
問
し
、自
分
で
調
べ
て
学
び
直
し
、そ
れ

を
実
践
し
て
い
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、医
療
現
場
で
は
多
職
種
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
医
療
技
術

を
結
集
す
る
チ
ー
ム
医
療
が
主
流
で
す
の
で
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
指
導
も
重
視
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、初
期
臨
床
研

修
の
水
準
が
向
上
し
、県
内
外
の
臨
床
研
修
病

院
、研
修
協
力
施
設
に
お
け
る
院
外
研
修
が
活

発
化
し
、地
域
医
療
と
の
接
点
も
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
研
修
に
慣
れ
な
い
う
ち
は
肉
体
的
・
精
神
的

に
体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
大
学
卒
業
生
に
と
っ
て
は
福
井
で
研
修
を
始

め
る
こ
と
に
不
安
を
抱
く
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
本
院
の
教
員
・
職
員
は
心
か
ら

研
修
医
に
寄
り
添
い
、快
適
な
研
修
生
活
を
送

れ
る
よ
う
親
身
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　　
し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
、こ
う
し
た
本
院
の

初
期
臨
床
研
修
の
特
徴
や
魅
力
、メ
リ
ッ
ト
な

ど
が
、福
井
大
学
医
学
部
の
学
生
に
十
分
に
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
私
た
ち
の
努
力
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、コ
ロ

幅
広
い
診
療
能
力
が
身
に
付
く

ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
を
基
本
に
。

自
由
度
の
高
い
方
式
や
勉
強
会
な
ど

独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

２
０
０
人
以
上
の
指
導
医
の
も
と

多
く
の
執
刀
や
多
様
な
疾
患
経
験
。

臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は

研
修
医
向
け
勉
強
会
を
毎
週
実
施
。

自
主
性
を
求
め
る
と
と
も
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
も
指
導
。

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

研
修
医
に
寄
り
添
い
親
身
に
支
援
。

本
院
研
修
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
が

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

医
学
部
６
年
生
を
対
象
に

初
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
。
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学生・研修医向けコンテンツの充実で
研修病院としてのメリットを発信。
臨床実習から専門研修まで
シームレスに移行できる強みを活かす。

67

ナ
禍
対
策
で
リ
モ
ー
ト
講
義
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
、臨
床
実
習
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ

た
り
し
た
影
響
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
結
果
的
に
、学
生
と
病
院
と
の
つ
な
が
り
が

弱
く
な
り
、福
井
や
本
院
に
対
す
る
愛
着
が
醸

成
し
に
く
く
な
っ
た
こ
と
で
、県
内
出
身
者
・
県

外
出
身
者
と
も
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
率
が
低
下
し
、初
期
臨
床
研
修
医
の
県

外
流
出
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
反
省
に
基
づ
き
、今
年
度
か
ら
医
学
生

に
対
す
る
情
報
提
供
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
、本
院
で
の
研
修
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、彼
ら
が
将

来
の
展
望
を
描
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
６
年
生
を
対
象
に「
国
試
対
策
か

ら
進
路
決
定
に
向
け
て
」と
題
し
て
、初
め
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。本
院
の
初
期
臨
床
研
修
シ
ス
テ
ム
の
特

徴
を
は
じ
め
、診
療
科
ご
と
に
実
績
や
得
意
と

す
る
治
療
・
研
究
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、マ
ッ

チ
ン
グ
に
向
け
て
の
勧
誘
、専
門
研
修
の
紹
介

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。来
年
度
か
ら
は
、真
剣
に

進
路
検
討
を
始
め
る
５
年
生
を
対
象
に
、も
う

少
し
早
い
時
期
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、研
究
や
臨
床
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
各
診
療
科
で
作
成
し
て
、臨
床
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
、臨
床
講
義
室
前
、図
書
館
を
は

じ
め
、学
生
の
目
に
入
り
や
す
い
場
所
に
掲
示

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、初
期
臨
床
研

修
や
専
門
研
修
の
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作

成
し
ま
す
し
、５・６
年
生
に
対
し
て
Ｕｎ
ｄｅｒ 
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ｃ
ｌｕ
ｂ
に
よ
る「
初
期
臨
床
研
修
医
に
対

す
る
医
術
を
学
ぶ
会
」を
年
複
数
回
開
催
し
た

り
、初
期
臨
床
研
修
医
の
勧
誘
活
動
に
取
り
組

ん
だ
り
す
る
計
画
で
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
専
門

医
制
度
は
、２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
修
了

す
る
と
、基
本
19
領
域
か
ら
基
盤
と
な
る
診
療

科
を
選
び
、専
攻
医
と
し
て
３
〜
４
年
間
、日
本

専
門
医
機
構
が
認
定
し
た
専
門
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
受
け
、修
了
後
に
基
本
領
域
専
門
医
に

認
定
さ
れ
、引
き
続
き
29
領
域
か
ら
選
ん
だ
領

域
で
認
定
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
研

修
を
受
け
、サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
を
目

指
す
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　
本
院
は
専
門
研
修
基
幹
施
設
と
し
て
18
の

基
本
領
域
で
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備

し
て
お
り
、卒
後
３
〜
４
年
目
の
医
師
が
専
門

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。充
実
し
た
研
修

体
制
と
環
境
が
評
価
さ
れ
て
、初
期
臨
床
研
修

医
に
比
べ
る
と
専
攻
医
の
獲
得
は
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。本
院
の
初
期
臨
床
研
修
医
は
も

と
よ
り
、他
の
病
院
で
初
期
研
修
を
受
け
た
医

師
も
多
く
、約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、近
年
、初
期
臨
床
研
修
医
の
獲
得
に

苦
戦
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、気
を
緩

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。臨
床
実
習
か
ら

初
期
臨
床
研
修
、さ
ら
に
専
門
研
修
ま
で
シ
ー

ム
レ
ス
に
移
行
で
き
る
研
修
体
制
を
構
築
し
て

い
る
強
み
を
活
か
す
と
と
も
に
、医
学
生
向
け

と
併
せ
て
初
期
臨
床
研
修
医
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
実
さ
せ
て
、ア
ピ
ー
ル
度
を
高
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
科
ご
と
の
専
攻
医
の
偏
在
を
解
消
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。特
に
外
科
と
内
科
の
専

攻
医
の
少
な
さ
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。私
は
日
本
消
化
器
外
科
学
会
の
理
事
を

務
め
て
い
る
の
で
す
が
、若
手
の
リ
ク
ル
ー
ト

活
動
を
強
め
る
よ
う
発
破
を
か
け
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
地
方
の
外
科
医
は
大
都
市
圏
の
よ
う
に
手

術
に
専
念
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、内
視
鏡
治

療
や
化
学
療
法
、緩
和
療
法
な
ど
に
も
携
わ
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。外
科
が
敬
遠
さ
れ
る
大
き

な
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、逆
に
幅

広
く
経
験
を
積
む
こ
と
が
10
年
後
の
選
択
肢

を
広
げ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
こ
と

で
、外
科
領
域
の
専
攻
医
・
専
門
医
の
増
加
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
看
護
師
の「
特
定

行
為
研
修
」に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
す
。こ

の
制
度
は
、医
師
の
業
務
範
囲
の
一
部
を
看
護

師
が
担
う
こ
と
に
よ
り
、医
師
の
負
担
を
減
ら

す
と
と
も
に
、タ
イ
ム
リ
ー
な
ケ
ア
や
処
置
に

よ
っ
て
治
療
効
率
を
高
め
る
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。急
変
や
違
和
感
が
見
ら
れ
た

際
な
ど
に
、こ
の
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師

（
以
下
、特
定
看
護
師
）は
医
師
の
手
順
書
に
基

づ
い
て
、自
ら
の
判
断
で
ケ
ア
や
処
置
が
で
き

ま
す
。特
定
行
為
と
し
て
21
区
分
38
行
為
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、国
は
令
和
７
年
ま
で
に
修
了
者
10
万

人
を
目
指
す
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

５
年
３
月
現
在
、特
定
看
護
師
は
全
国
で
６
８

7
5
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。福
井
大
学
も

令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的
に
特
定
行
為
研
修

を
開
始
し
ま
し
た
が
、５
年
10
月
現
在
の
特
定

看
護
師
は
10
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。現
時
点
で
は

看
護
師
に
と
っ
て
必
要
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
資
格
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
本
院
と
し
て
は
、オ
ン
コ
ー
ル
や
医
師
の
負

担
が
減
っ
て
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
、専
門

的
な
技
術
と
臨
床
判
断
・
推
論
能
力
を
兼
ね
備

え
た
特
定
看
護
師
が
他
の
看
護
師
の
相
談
役

に
な
る
こ
と
で
、病
院
全
体
の
安
心
感
や
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、

医
療
現
場
と
患
者
さ
ん
の
双
方
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、特
定
看
護
師

の
養
成
強
化
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、特
定
行
為
業
務
管
理
委
員
会
、

特
定
行
為
実
践
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
新

組
織
の
も
と
に
、重
症
患
者
対
応
、術
中
麻
酔

管
理
、創
傷
管
理
、カ
テ
ー
テ
ル
管
理
の
４
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
、重
点
的
に
養
成
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
お
り
、早
期
に
増
や
し
て
い
く
方

針
で
す
。

　
大
学
卒
業
後
の
２
年
間
は
体
力
も
吸
収
力

も
あ
る
時
期
で
す
か
ら
、初
期
臨
床
研
修
医
と

し
て
ど
う
過
ご
す
か
は
、そ
の
後
の
人
生
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
要
で
す
。高
い
経
験
知
と

技
術
力
を
備
え
れ
ば
ど
こ
に
行
っ
て
も
即
戦
力

と
し
て
働
け
ま
す
の
で
、ど
ん
な
環
境
で
ど
ん

専
攻
医
の
獲
得
は
順
調
だ
が

気
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

幅
広
く
経
験
で
き
る
利
点
強
調
し
て

外
科
領
域
の
専
門
医
を
増
や
す
。

本
院
で
研
修
し
た
か
ら
こ
そ

今
の
仕
事
が
で
き
て
い
る
。

Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
者
も
大
歓
迎
の

一
石
二
鳥
の
理
想
的
な
研
修
病
院
。

重症患者対応チーム

行
為

動脈血ガス採血
人工呼吸関連

デブリードマン
陰圧閉鎖療法

PICC挿入
CVC抜去麻酔維持期の管理

術中麻酔管理チーム 創傷管理チーム カテーテル管理チーム

附属病院

特定行為業務管理委員会

特定行為実践推進ワーキング

な
研
修
を
受
け
、そ
の
間
に
ど
う
い
う
選
択
を

す
る
か
が
大
事
な
の
で
す
。

　
私
は
、本
院
で
研
修
し
た
か
ら
こ
そ
今
の
仕

事
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。プ
ラ
イ
マ

リ
ケ
ア
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、素
晴
ら
し
い
先

輩
方
か
ら
基
礎
研
究
や
臨
床
研
修
も
勉
強
で

き
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。都
会
で
は
な

か
な
か
難
し
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
だ
か

ら
で
き
た
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
、こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
甘
え

る
こ
と
な
く
、教
員
・
職
員
一
同
、親
身
に
な
っ

て
支
援
し
、さ
ら
に
充
実
し
た
指
導
体
制
の
整

備
と
強
化
に
取
り
組
む
重
大
な
責
務
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、よ
り
多

く
の
次
世
代
の
医
療
者
に
充
実
し
た
教
育
を
提

供
で
き
る
よ
う
尽
力
し
、一
緒
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
春
に
は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、関
東
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
に
な
り
ま
す
。Ｕ
タ
ー

ン
や
I
タ
ー
ン
で
の
研
修
も
大
歓
迎
で
す
。あ

ら
た
め
て
医
学
生
の
皆
さ
ん
に
強
調
し
た
い
の

は
、大
学
病
院
は
専
門
性
の
高
い
高
度
で
先
進

的
な
医
療
に
強
い
が
ゆ
え
に
、研
修
で
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
や
コ
モ
ン
デ
ィ
シ
ー
ズ（
よ
く
見
ら
れ

る
疾
患
）を
幅
広
く
学
べ
な
い
と
い
う
の
は
大
い

な
る
誤
解
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。本
院
は
ど
ち

ら
も
し
っ
か
り
と
経
験
で
き
る
一
石
二
鳥
の
理

想
的
な
研
修
病
院
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。福

井
大
学
医
学
部
学
生
の
７
割
を
占
め
る
県
外
出

身
者
も
含
め
て
、多
く
の
若
手
医
師
に
ぜ
ひ
本

院
で
の
初
期
臨
床
研
修
と
専
門
研
修
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 19
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27
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24

24
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19
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37
33 31
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初期研修病院　　　福井大学医学部附属病院　　他病院

50
45
40
35
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25
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0

医
療
現
場
と
患
者
さ
ん
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
大
き
い
看
護
師
特
定
行
為
。

４
チ
ー
ム
編
成
の
新
組
織
体
制
で

育
成
に
取
り
組
む
。

■特定看護師養成強化のための組織体制

■専門研修医採用数の推移
（人）

（年度）
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学生・研修医向けコンテンツの充実で
研修病院としてのメリットを発信。
臨床実習から専門研修まで
シームレスに移行できる強みを活かす。
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ナ
禍
対
策
で
リ
モ
ー
ト
講
義
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
、臨
床
実
習
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ

た
り
し
た
影
響
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
結
果
的
に
、学
生
と
病
院
と
の
つ
な
が
り
が

弱
く
な
り
、福
井
や
本
院
に
対
す
る
愛
着
が
醸

成
し
に
く
く
な
っ
た
こ
と
で
、県
内
出
身
者
・
県

外
出
身
者
と
も
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
率
が
低
下
し
、初
期
臨
床
研
修
医
の
県

外
流
出
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
反
省
に
基
づ
き
、今
年
度
か
ら
医
学
生

に
対
す
る
情
報
提
供
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
、本
院
で
の
研
修
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、彼
ら
が
将

来
の
展
望
を
描
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
６
年
生
を
対
象
に「
国
試
対
策
か

ら
進
路
決
定
に
向
け
て
」と
題
し
て
、初
め
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。本
院
の
初
期
臨
床
研
修
シ
ス
テ
ム
の
特

徴
を
は
じ
め
、診
療
科
ご
と
に
実
績
や
得
意
と

す
る
治
療
・
研
究
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、マ
ッ

チ
ン
グ
に
向
け
て
の
勧
誘
、専
門
研
修
の
紹
介

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。来
年
度
か
ら
は
、真
剣
に

進
路
検
討
を
始
め
る
５
年
生
を
対
象
に
、も
う

少
し
早
い
時
期
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、研
究
や
臨
床
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
各
診
療
科
で
作
成
し
て
、臨
床
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
、臨
床
講
義
室
前
、図
書
館
を
は

じ
め
、学
生
の
目
に
入
り
や
す
い
場
所
に
掲
示

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、初
期
臨
床
研

修
や
専
門
研
修
の
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作

成
し
ま
す
し
、５・６
年
生
に
対
し
て
Ｕｎ
ｄｅｒ 
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ｃ
ｌｕ
ｂ
に
よ
る「
初
期
臨
床
研
修
医
に
対

す
る
医
術
を
学
ぶ
会
」を
年
複
数
回
開
催
し
た

り
、初
期
臨
床
研
修
医
の
勧
誘
活
動
に
取
り
組

ん
だ
り
す
る
計
画
で
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
専
門

医
制
度
は
、２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
修
了

す
る
と
、基
本
19
領
域
か
ら
基
盤
と
な
る
診
療

科
を
選
び
、専
攻
医
と
し
て
３
〜
４
年
間
、日
本

専
門
医
機
構
が
認
定
し
た
専
門
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
受
け
、修
了
後
に
基
本
領
域
専
門
医
に

認
定
さ
れ
、引
き
続
き
29
領
域
か
ら
選
ん
だ
領

域
で
認
定
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
研

修
を
受
け
、サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
を
目

指
す
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　
本
院
は
専
門
研
修
基
幹
施
設
と
し
て
18
の

基
本
領
域
で
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備

し
て
お
り
、卒
後
３
〜
４
年
目
の
医
師
が
専
門

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。充
実
し
た
研
修

体
制
と
環
境
が
評
価
さ
れ
て
、初
期
臨
床
研
修

医
に
比
べ
る
と
専
攻
医
の
獲
得
は
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。本
院
の
初
期
臨
床
研
修
医
は
も

と
よ
り
、他
の
病
院
で
初
期
研
修
を
受
け
た
医

師
も
多
く
、約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、近
年
、初
期
臨
床
研
修
医
の
獲
得
に

苦
戦
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、気
を
緩

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。臨
床
実
習
か
ら

初
期
臨
床
研
修
、さ
ら
に
専
門
研
修
ま
で
シ
ー

ム
レ
ス
に
移
行
で
き
る
研
修
体
制
を
構
築
し
て

い
る
強
み
を
活
か
す
と
と
も
に
、医
学
生
向
け

と
併
せ
て
初
期
臨
床
研
修
医
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
実
さ
せ
て
、ア
ピ
ー
ル
度
を
高
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
科
ご
と
の
専
攻
医
の
偏
在
を
解
消
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。特
に
外
科
と
内
科
の
専

攻
医
の
少
な
さ
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。私
は
日
本
消
化
器
外
科
学
会
の
理
事
を

務
め
て
い
る
の
で
す
が
、若
手
の
リ
ク
ル
ー
ト

活
動
を
強
め
る
よ
う
発
破
を
か
け
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
地
方
の
外
科
医
は
大
都
市
圏
の
よ
う
に
手

術
に
専
念
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、内
視
鏡
治

療
や
化
学
療
法
、緩
和
療
法
な
ど
に
も
携
わ
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。外
科
が
敬
遠
さ
れ
る
大
き

な
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、逆
に
幅

広
く
経
験
を
積
む
こ
と
が
10
年
後
の
選
択
肢

を
広
げ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
こ
と

で
、外
科
領
域
の
専
攻
医
・
専
門
医
の
増
加
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
看
護
師
の「
特
定

行
為
研
修
」に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
す
。こ

の
制
度
は
、医
師
の
業
務
範
囲
の
一
部
を
看
護

師
が
担
う
こ
と
に
よ
り
、医
師
の
負
担
を
減
ら

す
と
と
も
に
、タ
イ
ム
リ
ー
な
ケ
ア
や
処
置
に

よ
っ
て
治
療
効
率
を
高
め
る
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。急
変
や
違
和
感
が
見
ら
れ
た

際
な
ど
に
、こ
の
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師

（
以
下
、特
定
看
護
師
）は
医
師
の
手
順
書
に
基

づ
い
て
、自
ら
の
判
断
で
ケ
ア
や
処
置
が
で
き

ま
す
。特
定
行
為
と
し
て
21
区
分
38
行
為
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、国
は
令
和
７
年
ま
で
に
修
了
者
10
万

人
を
目
指
す
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

５
年
３
月
現
在
、特
定
看
護
師
は
全
国
で
６
８

7
5
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。福
井
大
学
も

令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的
に
特
定
行
為
研
修

を
開
始
し
ま
し
た
が
、５
年
10
月
現
在
の
特
定

看
護
師
は
10
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。現
時
点
で
は

看
護
師
に
と
っ
て
必
要
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
資
格
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
本
院
と
し
て
は
、オ
ン
コ
ー
ル
や
医
師
の
負

担
が
減
っ
て
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
、専
門

的
な
技
術
と
臨
床
判
断
・
推
論
能
力
を
兼
ね
備

え
た
特
定
看
護
師
が
他
の
看
護
師
の
相
談
役

に
な
る
こ
と
で
、病
院
全
体
の
安
心
感
や
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、

医
療
現
場
と
患
者
さ
ん
の
双
方
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、特
定
看
護
師

の
養
成
強
化
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、特
定
行
為
業
務
管
理
委
員
会
、

特
定
行
為
実
践
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
新

組
織
の
も
と
に
、重
症
患
者
対
応
、術
中
麻
酔

管
理
、創
傷
管
理
、カ
テ
ー
テ
ル
管
理
の
４
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
、重
点
的
に
養
成
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
お
り
、早
期
に
増
や
し
て
い
く
方

針
で
す
。

　
大
学
卒
業
後
の
２
年
間
は
体
力
も
吸
収
力

も
あ
る
時
期
で
す
か
ら
、初
期
臨
床
研
修
医
と

し
て
ど
う
過
ご
す
か
は
、そ
の
後
の
人
生
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
要
で
す
。高
い
経
験
知
と

技
術
力
を
備
え
れ
ば
ど
こ
に
行
っ
て
も
即
戦
力

と
し
て
働
け
ま
す
の
で
、ど
ん
な
環
境
で
ど
ん

専
攻
医
の
獲
得
は
順
調
だ
が

気
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

幅
広
く
経
験
で
き
る
利
点
強
調
し
て

外
科
領
域
の
専
門
医
を
増
や
す
。

本
院
で
研
修
し
た
か
ら
こ
そ

今
の
仕
事
が
で
き
て
い
る
。

Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
者
も
大
歓
迎
の

一
石
二
鳥
の
理
想
的
な
研
修
病
院
。

重症患者対応チーム

行
為

動脈血ガス採血
人工呼吸関連

デブリードマン
陰圧閉鎖療法

PICC挿入
CVC抜去麻酔維持期の管理

術中麻酔管理チーム 創傷管理チーム カテーテル管理チーム

附属病院

特定行為業務管理委員会

特定行為実践推進ワーキング

な
研
修
を
受
け
、そ
の
間
に
ど
う
い
う
選
択
を

す
る
か
が
大
事
な
の
で
す
。

　
私
は
、本
院
で
研
修
し
た
か
ら
こ
そ
今
の
仕

事
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。プ
ラ
イ
マ

リ
ケ
ア
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、素
晴
ら
し
い
先

輩
方
か
ら
基
礎
研
究
や
臨
床
研
修
も
勉
強
で

き
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。都
会
で
は
な

か
な
か
難
し
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
だ
か

ら
で
き
た
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
、こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
甘
え

る
こ
と
な
く
、教
員
・
職
員
一
同
、親
身
に
な
っ

て
支
援
し
、さ
ら
に
充
実
し
た
指
導
体
制
の
整

備
と
強
化
に
取
り
組
む
重
大
な
責
務
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、よ
り
多

く
の
次
世
代
の
医
療
者
に
充
実
し
た
教
育
を
提

供
で
き
る
よ
う
尽
力
し
、一
緒
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
春
に
は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、関
東
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
に
な
り
ま
す
。Ｕ
タ
ー

ン
や
I
タ
ー
ン
で
の
研
修
も
大
歓
迎
で
す
。あ

ら
た
め
て
医
学
生
の
皆
さ
ん
に
強
調
し
た
い
の

は
、大
学
病
院
は
専
門
性
の
高
い
高
度
で
先
進

的
な
医
療
に
強
い
が
ゆ
え
に
、研
修
で
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
や
コ
モ
ン
デ
ィ
シ
ー
ズ（
よ
く
見
ら
れ

る
疾
患
）を
幅
広
く
学
べ
な
い
と
い
う
の
は
大
い

な
る
誤
解
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。本
院
は
ど
ち

ら
も
し
っ
か
り
と
経
験
で
き
る
一
石
二
鳥
の
理

想
的
な
研
修
病
院
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。福

井
大
学
医
学
部
学
生
の
７
割
を
占
め
る
県
外
出

身
者
も
含
め
て
、多
く
の
若
手
医
師
に
ぜ
ひ
本

院
で
の
初
期
臨
床
研
修
と
専
門
研
修
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 19

6

18

15

21

10

27

16

24

24

14 15

17

19

19
20

26

11
25

37
33 31

43
48

34 32

38

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

初期研修病院　　　福井大学医学部附属病院　　他病院

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

医
療
現
場
と
患
者
さ
ん
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
大
き
い
看
護
師
特
定
行
為
。

４
チ
ー
ム
編
成
の
新
組
織
体
制
で

育
成
に
取
り
組
む
。

■特定看護師養成強化のための組織体制

■専門研修医採用数の推移
（人）

（年度）
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❶

Current Pick Up

　令
和
５
年
5
月
に
眼
科
専
用
の
局
所
麻
酔

手
術
室
で
あ
る「
目
の
手
術
室
」が
完
成
。場

所
は
眼
科
外
来
の
近
く
に
あ
り
、日
帰
り
手

術
も
入
院
手
術
も
ほ
と
ん
ど
の
眼
科
手
術
が

こ
こ
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。な

ぜ
眼
科
に
専
用
の
手
術
室
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　眼
科
の
手
術
は
ほ
と
ん
ど
が
局
所
麻
酔
で

行
わ
れ
て
お
り
、日
帰
り
手
術
な
ど
比
較
的
短

時
間
の
手
術
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
手
術
件
数
は
年
間
1
5
0
0
件
以
上

（
2
0
2
2
年
度
）と
全
科
の
中
で
も
っ
と
も

多
く
、病
院
全
体
の
手
術
件
数
の
お
よ
そ
4
分

の
1
を
占
め
ま
す
。従
来
は
全
科
共
通
の
手
術

部
で
眼
科
の
手
術
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
し
く
完
成
し
た「
目
の
手
術
室
」に
眼
科
手

術
を
集
約
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
率
的
に
手
術

室
を
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　具
体
的
に
は
、週
3
回
行
わ
れ
て
い
た
眼
科

の
手
術
で
す
が
、「
目
の
手
術
室
」の
完
成
に
伴

目
の
手
術
室

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❷

最
新
の
手
術
機
器
を
備
え
た
眼
科
専
用
の
局
所
麻
酔
手
術
室「
目
の
手
術
室
」が
、

今
年
5
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

い
、月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
手
術
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
っ
て
、よ
り
多
く
の

患
者
さ
ん
や
手
術
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な

り
、ま
た
網
膜
剥
離
や
眼
外
傷
な
ど
の
緊
急
手

術
も
ス
ム
ー
ズ
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、眼
科
が
使
用
し
な
く
な
っ
た
分
、

手
術
部
の
部
屋
数
に
余
裕
が
で
き
る
た
め
、外

科
を
は
じ
め
と
し
た
全
身
麻
酔
手
術
を
さ
ら

に
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、病
院
全
体
と

し
て
も
手
術
室
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　「目
の
手
術
室
」に
は
2
つ
の
手
術
室
が
あ

り
、同
時
並
行
で
手
術
を
行
う
こ
と
で
、よ
り

多
く
の
患
者
さ
ん
を
治
療
可
能
な
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。当
科
は
、特
に
緑
内
障
や
糖

尿
病
網
膜
症
を
専
門
と
し
て
お
り
、最
新
の
緑

内
障
手
術
の
ほ
か
、網
膜
硝
子
体
手
術
、白
内

障
手
術
、ま
ぶ
た
や
斜
視
と
い
っ
た
外
眼
部
手

術
、角
膜
移
植
な
ど
幅
広
い
眼
科
領
域
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　手
術
機
器
は
、A
l
c
o
n
社
製
の
白
内
障

/
硝
子
体
手
術
装
置
C
o
n
s
t
e
l
l
a-

t
i
o
n
® 

v
i
s
i
o
n 

s
y
s
t
e
m

が
2
台
と
、白
内
障
手
術
装
置
C
e
n
t
u-

r
i
o
n
® 

v
i
s
i
o
n 

s
y
s
t
e
m

が
あ
り
、2
0
2
3
年
時
点
で
最
新
の
機
器
を

備
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、も
っ
と
も
手
術
件

数
が
多
い
白
内
障
手
術
で
す
が
、白
内
障
と

　
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
は
国
が

指
定
す
る
機
関
で
、原
子
力
災
害
時
に
お
い
て

高
度
専
門
的
な
被
ば
く
医
療
を
行
い
、原
子
力

災
害
拠
点
病
院
で
は
対
応
で
き
な
い
高
度
専

門
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
傷
病
者
や
、除
染

が
困
難
で
二
次
汚
染
等
の
可
能
性
が
あ
る
傷

病
者
に
対
応
で
き
る
専
門
家
の
派
遣
及
び
専

門
的
な
教
育
研
修
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

弘
前
大
学
、福
島
県
立
医
科
大
学
、広
島
大
学
、

長
崎
大
学
と
基
幹
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
量
子
科

学
技
術
研
究
開
発
機
構
が
指
定
を
受
け
て
お

り
、本
院
は
６
番
目
の
指
定
に
な
り
ま
す
。

　
本
院
は
、平
成
28
年
３
月
に
原
子
力
災
害
拠

点
病
院
の
指
定
を
受
け
、福
井
県
立
病
院
を
中

心
に
、福
井
県
内
に
お
け
る
原
子
力
災
害
医
療

の
中
心
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
廃
止
措
置
中
の
原
子
炉
を
含
め

15
基
の
原
子
力
発
電
所
を
有
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、原
子
力
災
害
医
療
体
制
が
空
白
地

帯
で
あ
っ
た
た
め
、高
度
専
門
的
な
医
療
提
供

体
制
や
、そ
れ
を
可
能
と
す
る
人
材
育
成
体
制

の
充
実
・
強
化
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
原
子

力
規
制
委
員
会
で
は
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、令

和
３
年
10
月
の
委
員
会
で
、北
陸
地
域
に
高
度

被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
指
摘
し
、令
和
５
年
４
月
１
日
に

本
院
が
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の

指
定
を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
救
急
部
の
小
淵
岳
恒
医
師
を
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
、事
務
局
は
事
務
局
長
を
中
心
に
事
務

員
１
名
、看
護
師
２
名
の
専
従
職
員
、併
任
の

診
療
放
射
線
技
師
１
名
の
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。加
え
て
、院
内
の
医
療
従
事
者
、敦
賀

キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
及
び

工
学
部
の
専
門
家
総
勢
34
名
の
セ
ン
タ
ー
協

力
員
と
連
携
体
制
を
と
り
、セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
設
備
等
に
お
い
て
は
福
井
県
立

病
院
や
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
と
連

携
協
力
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
原
子
力
災
害
拠
点
病

院
の
役
割
に
加
え
て
、大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、平
時
に
お
い
て
、原
子
力
災
害

医
療
に
対
応
で
き
る
医
療
従
事
者
を
育
成
す

る
こ
と
で
あ
り
、災
害
拠
点
病
院
や
協
力
機
関

に
対
し
て
専
門
的
な
教
育
研
修
等
を
実
施
し
、

訓
練
等
に
お
い
て
専
門
的
な
助
言
や
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。具
体
的
な
研
修
に
つ
い
て
は
、

新
研
修
体
系（
図
1
）に
よ
り
基
礎
研
修
か
ら

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
り
研
修
が
行
わ

れ
て
お
り
、本
学
で
も
12
月
に
甲
状
腺
簡
易
測

定
研
修
及
び
中
核
人
材
研
修
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
実
施
さ
れ
る
国
と

福
井
県
の
原
子
力
災
害
総
合
防
災
訓
練
へ
の

参
加
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、原
子
力
災
害
時
の
医
療
体
制
の

充
実
で
す
。原
子
力
災
害
拠
点
病
院
で
は
対
応

で
き
な
い
高
度
専
門
的
な
治
療
や
二
次
汚
染

等
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
被
ば
く
を
伴
う

傷
病
者
の
診
療
を
行
う
た
め
に
、被
ば
く
医
療
、 

線
量
評
価
及
び
除
染
処
置
等
の
専
門
家
を
派
遣

い
っ
て
も
進
行
の
程
度
や
患
者
さ
ん
の
目
の

状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。短
時
間
で
済
む
場
合

が
多
い
で
す
が
、目
の
状
態
に
よ
っ
て
は
手
術

時
間
が
長
く
か
か
っ
た
り
、手
術
の
方
法
を
変

更
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。当
院
で
は
、こ
れ
ら

の
機
器
を
備
え
る
こ
と
で
、全
て
の
患
者
さ
ん

に
よ
り
安
全
で
確
実
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　本
院
眼
科
で
は
患
者
さ
ん
の「
み
え
る
」を

サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。見

え
方
で
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

指
定
ま
で
の
経
緯

セ
ン
タ
ー
の
実
施
体
制

し
、 

長
期
的
か
つ
専
門
的
な
治
療
を
要
す
る
高

度
被
ば
く
傷
病
者
の
診
療
等
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
の
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
医
療
へ

の
対
応
、そ
し
て
原
子
力
災
害
に
対
応
で
き
る

人
材
を
多
く
輩
出
し
て
い
く
た
め
に
も
、福
井

県
そ
し
て
全
国
に
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、そ
の
任
務
と

役
割
を
遂
行
し
ま
す
。

北
陸
初
の
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

図1　新研修体系 ■は本学が実施する原子力災害医療研修

小淵 岳恒
こ ぶ ち・た け つ ね

高度被ばく医療支援センター
センター長

原
子
力
発
電
所
が
複
数
立
地
し
て
い
る
福
井
県
を
含
む
北
陸
に
お
い
て
、

本
院
が
北
陸
初
の
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
新
の
手
術
機
器
を
整
備

松村 健大
ま つ むら・た け ひ ろ
眼科 講師

眼
科
専
用
の
手
術
室
が
完
成

受
け
入
れ
数
増
や
し
、ニ
ー
ズ
に
応
え
る

人
材
育
成
と
医
療
体
制
の
充
実

新研修体系

基礎

専門

高度
専門

基礎研修

講師養成研修 体外計測研修高度専門被ばく
医療研修

バイオアッセイ
研修

高度専門染色体
分析研修

派遣チーム研修 WBC研修 甲状腺簡易
測定研修

染色体分析
研修

中核人材研修
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Current Pick Up

　令
和
５
年
5
月
に
眼
科
専
用
の
局
所
麻
酔

手
術
室
で
あ
る「
目
の
手
術
室
」が
完
成
。場

所
は
眼
科
外
来
の
近
く
に
あ
り
、日
帰
り
手

術
も
入
院
手
術
も
ほ
と
ん
ど
の
眼
科
手
術
が

こ
こ
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。な

ぜ
眼
科
に
専
用
の
手
術
室
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　眼
科
の
手
術
は
ほ
と
ん
ど
が
局
所
麻
酔
で

行
わ
れ
て
お
り
、日
帰
り
手
術
な
ど
比
較
的
短

時
間
の
手
術
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
手
術
件
数
は
年
間
1
5
0
0
件
以
上

（
2
0
2
2
年
度
）と
全
科
の
中
で
も
っ
と
も

多
く
、病
院
全
体
の
手
術
件
数
の
お
よ
そ
4
分

の
1
を
占
め
ま
す
。従
来
は
全
科
共
通
の
手
術

部
で
眼
科
の
手
術
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
し
く
完
成
し
た「
目
の
手
術
室
」に
眼
科
手

術
を
集
約
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
率
的
に
手
術

室
を
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　具
体
的
に
は
、週
3
回
行
わ
れ
て
い
た
眼
科

の
手
術
で
す
が
、「
目
の
手
術
室
」の
完
成
に
伴

目
の
手
術
室

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❷

最
新
の
手
術
機
器
を
備
え
た
眼
科
専
用
の
局
所
麻
酔
手
術
室「
目
の
手
術
室
」が
、

今
年
5
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

い
、月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
手
術
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
っ
て
、よ
り
多
く
の

患
者
さ
ん
や
手
術
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な

り
、ま
た
網
膜
剥
離
や
眼
外
傷
な
ど
の
緊
急
手

術
も
ス
ム
ー
ズ
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、眼
科
が
使
用
し
な
く
な
っ
た
分
、

手
術
部
の
部
屋
数
に
余
裕
が
で
き
る
た
め
、外

科
を
は
じ
め
と
し
た
全
身
麻
酔
手
術
を
さ
ら

に
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、病
院
全
体
と

し
て
も
手
術
室
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　「目
の
手
術
室
」に
は
2
つ
の
手
術
室
が
あ

り
、同
時
並
行
で
手
術
を
行
う
こ
と
で
、よ
り

多
く
の
患
者
さ
ん
を
治
療
可
能
な
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。当
科
は
、特
に
緑
内
障
や
糖

尿
病
網
膜
症
を
専
門
と
し
て
お
り
、最
新
の
緑

内
障
手
術
の
ほ
か
、網
膜
硝
子
体
手
術
、白
内

障
手
術
、ま
ぶ
た
や
斜
視
と
い
っ
た
外
眼
部
手

術
、角
膜
移
植
な
ど
幅
広
い
眼
科
領
域
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　手
術
機
器
は
、A
l
c
o
n
社
製
の
白
内
障

/
硝
子
体
手
術
装
置
C
o
n
s
t
e
l
l
a-

t
i
o
n
® 

v
i
s
i
o
n 

s
y
s
t
e
m

が
2
台
と
、白
内
障
手
術
装
置
C
e
n
t
u-

r
i
o
n
® 

v
i
s
i
o
n 

s
y
s
t
e
m

が
あ
り
、2
0
2
3
年
時
点
で
最
新
の
機
器
を

備
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、も
っ
と
も
手
術
件

数
が
多
い
白
内
障
手
術
で
す
が
、白
内
障
と

　
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
は
国
が

指
定
す
る
機
関
で
、原
子
力
災
害
時
に
お
い
て

高
度
専
門
的
な
被
ば
く
医
療
を
行
い
、原
子
力

災
害
拠
点
病
院
で
は
対
応
で
き
な
い
高
度
専

門
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
傷
病
者
や
、除
染

が
困
難
で
二
次
汚
染
等
の
可
能
性
が
あ
る
傷

病
者
に
対
応
で
き
る
専
門
家
の
派
遣
及
び
専

門
的
な
教
育
研
修
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

弘
前
大
学
、福
島
県
立
医
科
大
学
、広
島
大
学
、

長
崎
大
学
と
基
幹
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
量
子
科

学
技
術
研
究
開
発
機
構
が
指
定
を
受
け
て
お

り
、本
院
は
６
番
目
の
指
定
に
な
り
ま
す
。

　
本
院
は
、平
成
28
年
３
月
に
原
子
力
災
害
拠

点
病
院
の
指
定
を
受
け
、福
井
県
立
病
院
を
中

心
に
、福
井
県
内
に
お
け
る
原
子
力
災
害
医
療

の
中
心
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
廃
止
措
置
中
の
原
子
炉
を
含
め

15
基
の
原
子
力
発
電
所
を
有
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、原
子
力
災
害
医
療
体
制
が
空
白
地

帯
で
あ
っ
た
た
め
、高
度
専
門
的
な
医
療
提
供

体
制
や
、そ
れ
を
可
能
と
す
る
人
材
育
成
体
制

の
充
実
・
強
化
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
原
子

力
規
制
委
員
会
で
は
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、令

和
３
年
10
月
の
委
員
会
で
、北
陸
地
域
に
高
度

被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
指
摘
し
、令
和
５
年
４
月
１
日
に

本
院
が
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の

指
定
を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
救
急
部
の
小
淵
岳
恒
医
師
を
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
、事
務
局
は
事
務
局
長
を
中
心
に
事
務

員
１
名
、看
護
師
２
名
の
専
従
職
員
、併
任
の

診
療
放
射
線
技
師
１
名
の
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。加
え
て
、院
内
の
医
療
従
事
者
、敦
賀

キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
及
び

工
学
部
の
専
門
家
総
勢
34
名
の
セ
ン
タ
ー
協

力
員
と
連
携
体
制
を
と
り
、セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
設
備
等
に
お
い
て
は
福
井
県
立

病
院
や
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
と
連

携
協
力
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
原
子
力
災
害
拠
点
病

院
の
役
割
に
加
え
て
、大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、平
時
に
お
い
て
、原
子
力
災
害

医
療
に
対
応
で
き
る
医
療
従
事
者
を
育
成
す

る
こ
と
で
あ
り
、災
害
拠
点
病
院
や
協
力
機
関

に
対
し
て
専
門
的
な
教
育
研
修
等
を
実
施
し
、

訓
練
等
に
お
い
て
専
門
的
な
助
言
や
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。具
体
的
な
研
修
に
つ
い
て
は
、

新
研
修
体
系（
図
1
）に
よ
り
基
礎
研
修
か
ら

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
り
研
修
が
行
わ

れ
て
お
り
、本
学
で
も
12
月
に
甲
状
腺
簡
易
測

定
研
修
及
び
中
核
人
材
研
修
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
実
施
さ
れ
る
国
と

福
井
県
の
原
子
力
災
害
総
合
防
災
訓
練
へ
の

参
加
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、原
子
力
災
害
時
の
医
療
体
制
の

充
実
で
す
。原
子
力
災
害
拠
点
病
院
で
は
対
応

で
き
な
い
高
度
専
門
的
な
治
療
や
二
次
汚
染

等
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
被
ば
く
を
伴
う

傷
病
者
の
診
療
を
行
う
た
め
に
、被
ば
く
医
療
、 

線
量
評
価
及
び
除
染
処
置
等
の
専
門
家
を
派
遣

い
っ
て
も
進
行
の
程
度
や
患
者
さ
ん
の
目
の

状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。短
時
間
で
済
む
場
合

が
多
い
で
す
が
、目
の
状
態
に
よ
っ
て
は
手
術

時
間
が
長
く
か
か
っ
た
り
、手
術
の
方
法
を
変

更
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。当
院
で
は
、こ
れ
ら

の
機
器
を
備
え
る
こ
と
で
、全
て
の
患
者
さ
ん

に
よ
り
安
全
で
確
実
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　本
院
眼
科
で
は
患
者
さ
ん
の「
み
え
る
」を

サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。見

え
方
で
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

指
定
ま
で
の
経
緯

セ
ン
タ
ー
の
実
施
体
制

し
、 

長
期
的
か
つ
専
門
的
な
治
療
を
要
す
る
高

度
被
ば
く
傷
病
者
の
診
療
等
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
の
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
医
療
へ

の
対
応
、そ
し
て
原
子
力
災
害
に
対
応
で
き
る

人
材
を
多
く
輩
出
し
て
い
く
た
め
に
も
、福
井

県
そ
し
て
全
国
に
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、そ
の
任
務
と

役
割
を
遂
行
し
ま
す
。

北
陸
初
の
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

図1　新研修体系 ■は本学が実施する原子力災害医療研修

小淵 岳恒
こ ぶ ち・た け つ ね

高度被ばく医療支援センター
センター長

原
子
力
発
電
所
が
複
数
立
地
し
て
い
る
福
井
県
を
含
む
北
陸
に
お
い
て
、

本
院
が
北
陸
初
の
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
新
の
手
術
機
器
を
整
備

松村 健大
ま つ むら・た け ひ ろ
眼科 講師

眼
科
専
用
の
手
術
室
が
完
成

受
け
入
れ
数
増
や
し
、ニ
ー
ズ
に
応
え
る

人
材
育
成
と
医
療
体
制
の
充
実

新研修体系

基礎

専門

高度
専門

基礎研修

講師養成研修 体外計測研修高度専門被ばく
医療研修

バイオアッセイ
研修

高度専門染色体
分析研修

派遣チーム研修 WBC研修 甲状腺簡易
測定研修

染色体分析
研修

中核人材研修
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ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌（
ピ
ロ
リ
菌
）

は
胃
内
に
生
息
し
、現
在
で
は
日
本
人
全
体
の

約
35
%
が
、高
齢
者
で
は
約
半
数
が
感
染
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
た
胃
の
ほ
ぼ
1
0
0
%
に
発
症
す
る
慢
性

胃
炎
が
、胃
が
ん
発
症
の
主
要
な
原
因
に
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。事
実
、胃
が
ん
の

99
%
は
ピ
ロ
リ
菌
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、ピ
ロ
リ
菌

の
感
染
の
有
無
を
確
認
し
、治
療
す
る
こ
と
は

胃
が
ん
の
予
防
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は
他
に
も
、胃
潰
瘍
・
十

二
指
腸
潰
瘍
、胃
M
A
L
T（
マ
ル
ト
）リ
ン
パ

腫
、特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
と
い
っ
た

疾
患
の
発
症
に
も
関
連
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、慢
性
胃
炎
・
内
視
鏡
治
療
後
の
早
期

胃
が
ん
と
と
も
に
、除
菌
治
療
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、病

原
性
の
高
い
ピ
ロ
リ
菌
株
の
普
及
率
が
高
い

こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
本
邦

に
お
い
て
、ピ
ロ
リ
菌
の
診
断
・
治
療
が
人
生

に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
極
め
て
大
き
い
と
言

え
ま
す
。

　
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
な
ど
に
よ
り
、前

述
の
治
療
対
象
疾
患
の
診
断
が
得
ら
れ
て
、ピ

ロ
リ
菌
感
染
が
確
認
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、我

が
国
で
は
計
2
回
の
治
療（
1
次
除
菌
と
2
次

除
菌
）が
保
険
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。除
菌

治
療
で
は
、2
種
類
の
抗
生
剤
と
1
種
類
の
胃

酸
分
泌
抑
制
薬
を
併
用
し
て
、合
計
で
1
日
10

錠
の
内
服
薬
を
１
日
2
回
服
用
し
ま
す
。整
腸

剤
を
さ
ら
に
追
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。現

在
で
は
胃
酸
分
泌
抑
制
効
果
の
高
い
薬
剤
の

登
場
に
よ
り
、1
次
・
2
次
治
療
の
合
計
で
99

%
以
上
の
方
が
除
菌
に
成
功
し
て
い
ま
す
。し

か
し
少
数
で
す
が
、除
菌
不
成
功
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
福
井
大
学
病
院
の
ピ
ロ
リ
外
来
で
は
、こ
の

よ
う
な
通
常
の
診
療
で
は
除
菌
が
困
難
だ
っ
た

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、3
次
除
菌
治
療
を
施
行

し
て
い
ま
す
。3
次
除
菌
は
保
険
適
応
外
な
の

で
す
が
、近
年
種
々
の
臨
床
研
究
が
な
さ
れ
た

結
果
、成
功
率
の
高
い
投
与
法
が
確
立
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。本
院
の
ピ
ロ
リ
外
来
に
お
い
て
も
、

3
次
除
菌
の
成
功
率
は
約
90
%
と
高
い
成
績

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
外
来
で
は
、薬
剤
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

り
通
常
の
除
菌
が
出
来
な
い
患
者
さ
ん
も
治

療
し
て
い
ま
す
。1
次
・
2
次
除
菌
で
使
用
す

る
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

症
例
に
お
い
て
も
、3
次
除
菌
レ
ジ
メ
ン
を
用

い
る
こ
と
で
当
院
に
お
け
る
除
菌
成
功
率
は

1
0
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。ピ
ロ
リ
外
来
で

は
さ
ら
に
、患
者
さ
ん
の
過
去
の
治
療
歴
や
体

質
を
考
慮
し
た
4
次
除
菌
治
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、ピ
ロ
リ
菌
は
感
染
者
の
栄
養
状

態
や
筋
肉
量
に
影
響
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、体
力
の
低
下
が
問

診
療
の
現
場
か
ら 

�

ピ
ロ
リ
外
来

松田 秀岳
消化器内科 講師

ま つ だ・ひ で た か

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・ピ
ロ
リ
菌
感
染
は
胃
が
ん
を
は
じ
め
、数
多
く
の
疾
患
の
発
症

に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。除
菌
治
療
は
多
く
の
患
者
さ
ん
に
有

効
で
す
が
、ま
れ
に
不
成
功
と
な
る
方
も
い
ま
す
。ピ
ロ
リ
外
来
で
は
、こ
の
よ

う
な
除
菌
困
難
症
例
に
対
す
る
治
療
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
と

ピ
ロ
リ
外
来
の
役
割

人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
け
る

ピ
ロ
リ
外
来

題
と
な
る
高
齢
者
で
は
、除
菌
治
療
は
や
は
り

重
要
だ
と
言
え
ま
す
。ま
た
、感
染
早
期（
若
い

年
代
）に
お
け
る
除
菌
ほ
ど
胃
が
ん
予
防
効
果

が
高
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。人
生

1
0
0
年
時
代
に
突
入
し
た
今
日
に
お
い
て
、

ピ
ロ
リ
外
来
が
全
て
の
年
代
の
患
者
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
原
因
と
な
る

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・ピ
ロ
リ
菌

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
こ
れ
ま

で
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症（
い

わ
ゆ
る
２
類
相
当
）」と
し
て
厳
密
な
対
応
を

必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、今
年
の

５
月
８
日
か
ら
は「
５
類
感
染
症
」に
分
類
が

移
行
し
た
た
め
、以
下
の
よ
う
な
点
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

•
政
府
と
し
て
一
律
に
日
常
に
お
け
る
基
本

　
的
感
染
対
策
を
求
め
な
く
な
っ
た
。

•
感
染
症
法
に
基
づ
く
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
ル
ス
陽
性
者
の
外
出
自
粛
は
求
め
ら
れ
な

　
く
な
っ
た
。

•
幅
広
い
医
療
機
関
に
お
い
て
受
診
可
能
に

　
な
っ
た
。

•
医
療
費
等
に
つ
い
て
、健
康
保
険
が
適
用

　
さ
れ
1
割
か
ら
3
割
の
自
己
負
担
が
基
本

　
と
な
っ
た（
一
部
の
公
費
支
援
期
間
も
残

　
す
が
、い
つ
ま
で
か
は
未
定
）。

　
さ
て
、こ
の
新
し
い
5
類
感
染
症
と
今
後

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

5
類
に
な
っ
た
と
は
い
え
、原
因
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
性
が
弱
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、油

断
す
れ
ば
容
易
に
ク
ラ
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

た
だ
、3
年
前
の
第
1
波
の
頃
の
よ
う
な
重

症
例
が
多
発
す
る
こ
と
は
な
く
、病
原
性
は

低
下
し
て
い
ま
す
。極
度
に
恐
れ
る
必
要
は

な
い
の
で
す
が
、基
本
的
な
感
染
対
策（
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
手
洗
い
や
、症
状
の
あ

る
と
き
の
マ
ス
ク
着
用
）は
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。「
恐
れ
す
ぎ
ず
、油
断
せ
ず
」と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
感
染
後
10
日
を
経
過
す
れ
ば
、感
染
性
の

あ
る
ウ
イ
ル
ス
は
ほ
ぼ
消
失
す
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
他
人
に
病
気
を
う
つ
す
ウ
イ
ル

ス
を
排
泄
し
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
は
無

症
状
の
場
合
、感
染
後
5
日
ま
で
は
外
出
を

控
え
る
期
間
と
し
6
日
目
か
ら
は
外
出
可
能

と
し
て
い
ま
す
が
、免
疫
不
全
を
持
っ
た
患

者
さ
ん
の
出
入
り
の
多
い
本
院
で
は
、感
染

し
た
職
員
に
対
し
て
7
〜
10
日
間
の
自
宅
待

機
を
求
め
て
い
ま
す
。自
覚
症
状
の
少
な
い

感
染
者
も
存
在
す
る
こ
と
よ
り
、今
し
ば
ら

く
日
常
的
に
院
内
で
は
す
べ
て
の
方
々
に
マ

ス
ク
着
用
に
よ
る
飛
沫
感
染
対
策
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
元
年
末
に
中
国
・
武
漢
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
瞬
く
間
に

世
界
に
広
が
り
、遺
伝
子
変
異
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
な
っ
て
か

ら
も
、各
地
で
独
自
の
微
小
な
変
異
を
繰
り

返
し
、世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
株
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

情
報
は
迅
速
に
公
開
さ
れ
、誰
で
も
自
由
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。令
和
5
年
9

月
初
頭
の
我
が
国
の
流
行
株
は
X
B
B.
1

系
統
か
ら
E
G.
5
系
統
に
主
流
が
置
き
換

わ
り
つ
つ
あ
り
、今
後
も
周
期
的
に
新
た
な

変
異
が
加
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
直
近
の
1
年
間
は
病
原
性
や
感
染
性
に
大

き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、新

し
い
変
異
株
が
出
現
す
る
と
新
た
な
流
行
が

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❸

5
類
感
染
症
に
移
行
し
、対
応
に
変
化

「
恐
れ
す
ぎ
ず
、油
断
せ
ず
」付
き
合
う

ピロリ菌現感染の、慢性胃炎が進行した
胃の内視鏡画像

ピロリ菌未感染の、慢性胃炎がない
胃の内視鏡画像

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、2
類
か
ら
5
類
へ

こ
の
３
年
間
、翻
弄
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
終
焉
に
向
け
て
、

日
本
で
も
い
よ
い
よ
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
が
、第
９
波
の
流
行
を
迎
え
て
い
ま
す（
令
和
５
年
９
月
現
在
）。

今
し
ば
ら
く
、こ
の
感
染
症
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を
考
え
ま
す
。

岩﨑 博道
いわさき・ひろみち

医療環境制御センター
感染制御部 教授

繰
り
返
さ
れ
ま
す
。現
在
使
用
中
の
ワ
ク
チ

ン
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
株
に
対
し
て
も
効
果

を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、機
会
が

あ
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
続
く
の
か
？
こ
の
問
い
か
け
に
正
確
な
回

答
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
す
。あ
く
ま
で
個

人
的
な
推
測
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
ま
っ
た
く
消
え
て
な
く
な
る
可
能
性
は

低
く
、人
類
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
共

存
し
て
い
く
道
を
辿
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、近
い
う
ち
に
お
互
い
の
関
係
性
は

落
ち
つ
き
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
の
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。こ
の
3
年
間
蓄
積
し
た
感
染
対
策
、す

な
わ
ち
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
な
ら
び
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
を
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

継
続
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後

お
わ
り
に
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ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌（
ピ
ロ
リ
菌
）

は
胃
内
に
生
息
し
、現
在
で
は
日
本
人
全
体
の

約
35
%
が
、高
齢
者
で
は
約
半
数
が
感
染
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
た
胃
の
ほ
ぼ
1
0
0
%
に
発
症
す
る
慢
性

胃
炎
が
、胃
が
ん
発
症
の
主
要
な
原
因
に
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。事
実
、胃
が
ん
の

99
%
は
ピ
ロ
リ
菌
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、ピ
ロ
リ
菌

の
感
染
の
有
無
を
確
認
し
、治
療
す
る
こ
と
は

胃
が
ん
の
予
防
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は
他
に
も
、胃
潰
瘍
・
十

二
指
腸
潰
瘍
、胃
M
A
L
T（
マ
ル
ト
）リ
ン
パ

腫
、特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
と
い
っ
た

疾
患
の
発
症
に
も
関
連
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、慢
性
胃
炎
・
内
視
鏡
治
療
後
の
早
期

胃
が
ん
と
と
も
に
、除
菌
治
療
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、病

原
性
の
高
い
ピ
ロ
リ
菌
株
の
普
及
率
が
高
い

こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
本
邦

に
お
い
て
、ピ
ロ
リ
菌
の
診
断
・
治
療
が
人
生

に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
極
め
て
大
き
い
と
言

え
ま
す
。

　
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
な
ど
に
よ
り
、前

述
の
治
療
対
象
疾
患
の
診
断
が
得
ら
れ
て
、ピ

ロ
リ
菌
感
染
が
確
認
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、我

が
国
で
は
計
2
回
の
治
療（
1
次
除
菌
と
2
次

除
菌
）が
保
険
で
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。除
菌

治
療
で
は
、2
種
類
の
抗
生
剤
と
1
種
類
の
胃

酸
分
泌
抑
制
薬
を
併
用
し
て
、合
計
で
1
日
10

錠
の
内
服
薬
を
１
日
2
回
服
用
し
ま
す
。整
腸

剤
を
さ
ら
に
追
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。現

在
で
は
胃
酸
分
泌
抑
制
効
果
の
高
い
薬
剤
の

登
場
に
よ
り
、1
次
・
2
次
治
療
の
合
計
で
99

%
以
上
の
方
が
除
菌
に
成
功
し
て
い
ま
す
。し

か
し
少
数
で
す
が
、除
菌
不
成
功
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
福
井
大
学
病
院
の
ピ
ロ
リ
外
来
で
は
、こ
の

よ
う
な
通
常
の
診
療
で
は
除
菌
が
困
難
だ
っ
た

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、3
次
除
菌
治
療
を
施
行

し
て
い
ま
す
。3
次
除
菌
は
保
険
適
応
外
な
の

で
す
が
、近
年
種
々
の
臨
床
研
究
が
な
さ
れ
た

結
果
、成
功
率
の
高
い
投
与
法
が
確
立
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。本
院
の
ピ
ロ
リ
外
来
に
お
い
て
も
、

3
次
除
菌
の
成
功
率
は
約
90
%
と
高
い
成
績

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
外
来
で
は
、薬
剤
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

り
通
常
の
除
菌
が
出
来
な
い
患
者
さ
ん
も
治

療
し
て
い
ま
す
。1
次
・
2
次
除
菌
で
使
用
す

る
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

症
例
に
お
い
て
も
、3
次
除
菌
レ
ジ
メ
ン
を
用

い
る
こ
と
で
当
院
に
お
け
る
除
菌
成
功
率
は

1
0
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。ピ
ロ
リ
外
来
で

は
さ
ら
に
、患
者
さ
ん
の
過
去
の
治
療
歴
や
体

質
を
考
慮
し
た
4
次
除
菌
治
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、ピ
ロ
リ
菌
は
感
染
者
の
栄
養
状

態
や
筋
肉
量
に
影
響
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、体
力
の
低
下
が
問

診
療
の
現
場
か
ら 

�

ピ
ロ
リ
外
来

松田 秀岳
消化器内科 講師

ま つ だ・ひ で た か

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・ピ
ロ
リ
菌
感
染
は
胃
が
ん
を
は
じ
め
、数
多
く
の
疾
患
の
発
症

に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。除
菌
治
療
は
多
く
の
患
者
さ
ん
に
有

効
で
す
が
、ま
れ
に
不
成
功
と
な
る
方
も
い
ま
す
。ピ
ロ
リ
外
来
で
は
、こ
の
よ

う
な
除
菌
困
難
症
例
に
対
す
る
治
療
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
と

ピ
ロ
リ
外
来
の
役
割

人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
け
る

ピ
ロ
リ
外
来

題
と
な
る
高
齢
者
で
は
、除
菌
治
療
は
や
は
り

重
要
だ
と
言
え
ま
す
。ま
た
、感
染
早
期（
若
い

年
代
）に
お
け
る
除
菌
ほ
ど
胃
が
ん
予
防
効
果

が
高
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。人
生

1
0
0
年
時
代
に
突
入
し
た
今
日
に
お
い
て
、

ピ
ロ
リ
外
来
が
全
て
の
年
代
の
患
者
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
原
因
と
な
る

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・ピ
ロ
リ
菌

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
こ
れ
ま

で
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症（
い

わ
ゆ
る
２
類
相
当
）」と
し
て
厳
密
な
対
応
を

必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、今
年
の

５
月
８
日
か
ら
は「
５
類
感
染
症
」に
分
類
が

移
行
し
た
た
め
、以
下
の
よ
う
な
点
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

•
政
府
と
し
て
一
律
に
日
常
に
お
け
る
基
本

　
的
感
染
対
策
を
求
め
な
く
な
っ
た
。

•
感
染
症
法
に
基
づ
く
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
ル
ス
陽
性
者
の
外
出
自
粛
は
求
め
ら
れ
な

　
く
な
っ
た
。

•
幅
広
い
医
療
機
関
に
お
い
て
受
診
可
能
に

　
な
っ
た
。

•
医
療
費
等
に
つ
い
て
、健
康
保
険
が
適
用

　
さ
れ
1
割
か
ら
3
割
の
自
己
負
担
が
基
本

　
と
な
っ
た（
一
部
の
公
費
支
援
期
間
も
残

　
す
が
、い
つ
ま
で
か
は
未
定
）。

　
さ
て
、こ
の
新
し
い
5
類
感
染
症
と
今
後

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

5
類
に
な
っ
た
と
は
い
え
、原
因
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
性
が
弱
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、油

断
す
れ
ば
容
易
に
ク
ラ
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

た
だ
、3
年
前
の
第
1
波
の
頃
の
よ
う
な
重

症
例
が
多
発
す
る
こ
と
は
な
く
、病
原
性
は

低
下
し
て
い
ま
す
。極
度
に
恐
れ
る
必
要
は

な
い
の
で
す
が
、基
本
的
な
感
染
対
策（
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
手
洗
い
や
、症
状
の
あ

る
と
き
の
マ
ス
ク
着
用
）は
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。「
恐
れ
す
ぎ
ず
、油
断
せ
ず
」と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
感
染
後
10
日
を
経
過
す
れ
ば
、感
染
性
の

あ
る
ウ
イ
ル
ス
は
ほ
ぼ
消
失
す
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
他
人
に
病
気
を
う
つ
す
ウ
イ
ル

ス
を
排
泄
し
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
は
無

症
状
の
場
合
、感
染
後
5
日
ま
で
は
外
出
を

控
え
る
期
間
と
し
6
日
目
か
ら
は
外
出
可
能

と
し
て
い
ま
す
が
、免
疫
不
全
を
持
っ
た
患

者
さ
ん
の
出
入
り
の
多
い
本
院
で
は
、感
染

し
た
職
員
に
対
し
て
7
〜
10
日
間
の
自
宅
待

機
を
求
め
て
い
ま
す
。自
覚
症
状
の
少
な
い

感
染
者
も
存
在
す
る
こ
と
よ
り
、今
し
ば
ら

く
日
常
的
に
院
内
で
は
す
べ
て
の
方
々
に
マ

ス
ク
着
用
に
よ
る
飛
沫
感
染
対
策
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
元
年
末
に
中
国
・
武
漢
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
瞬
く
間
に

世
界
に
広
が
り
、遺
伝
子
変
異
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
な
っ
て
か

ら
も
、各
地
で
独
自
の
微
小
な
変
異
を
繰
り

返
し
、世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
株
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

情
報
は
迅
速
に
公
開
さ
れ
、誰
で
も
自
由
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。令
和
5
年
9

月
初
頭
の
我
が
国
の
流
行
株
は
X
B
B.
1

系
統
か
ら
E
G.
5
系
統
に
主
流
が
置
き
換

わ
り
つ
つ
あ
り
、今
後
も
周
期
的
に
新
た
な

変
異
が
加
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
直
近
の
1
年
間
は
病
原
性
や
感
染
性
に
大

き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、新

し
い
変
異
株
が
出
現
す
る
と
新
た
な
流
行
が

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❸

5
類
感
染
症
に
移
行
し
、対
応
に
変
化

「
恐
れ
す
ぎ
ず
、油
断
せ
ず
」付
き
合
う

ピロリ菌現感染の、慢性胃炎が進行した
胃の内視鏡画像

ピロリ菌未感染の、慢性胃炎がない
胃の内視鏡画像

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、2
類
か
ら
5
類
へ

こ
の
３
年
間
、翻
弄
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
終
焉
に
向
け
て
、

日
本
で
も
い
よ
い
よ
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
が
、第
９
波
の
流
行
を
迎
え
て
い
ま
す（
令
和
５
年
９
月
現
在
）。

今
し
ば
ら
く
、こ
の
感
染
症
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を
考
え
ま
す
。

岩﨑 博道
いわさき・ひろみち

医療環境制御センター
感染制御部 教授

繰
り
返
さ
れ
ま
す
。現
在
使
用
中
の
ワ
ク
チ

ン
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
株
に
対
し
て
も
効
果

を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、機
会
が

あ
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
続
く
の
か
？
こ
の
問
い
か
け
に
正
確
な
回

答
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
す
。あ
く
ま
で
個

人
的
な
推
測
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
ま
っ
た
く
消
え
て
な
く
な
る
可
能
性
は

低
く
、人
類
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
共

存
し
て
い
く
道
を
辿
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、近
い
う
ち
に
お
互
い
の
関
係
性
は

落
ち
つ
き
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
の
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。こ
の
3
年
間
蓄
積
し
た
感
染
対
策
、す

な
わ
ち
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
な
ら
び
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
を
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

継
続
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後

お
わ
り
に
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厚労省指定モデル事業が発進！
脳卒中・心臓病等総合支援センター

目標は「健康寿命3年以上延伸」と「死亡率減少」。包括的支援の中枢担う

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
開
設
さ
れ
た
脳
卒
中・心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、厚

生
労
働
省
の
令
和
５
年
度
モ
デ
ル
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、６
月
１
日
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。令
和
22
年
ま
で
に「
健
康
寿
命
を
３
年
以
上
延
伸
」「
循
環
器
病
の
死
亡
率
を
減

ら
す
」と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
け
、福
井
県
内
に
お
い
て
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
患
者・家
族
支

援
、地
域
へ
の
情
報
提
供
、地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
、研
修・勉
強
会
な
ど
包
括
的
な
支
援

を
推
進
す
る
た
め
の
中
枢
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

県
の
循
環
器
病
対
策
推
進
計
画
に
即
し
た
事
業

多
岐
に
わ
た
る
業
務
遂
行
へ
24
人
態
勢
で
始
動

菊田健一郎
脳卒中・心臓病等総合支援センター長

脳神経外科教授（副病院長）

きくた・けんいちろう

座 談 会 Our Partner

お 知 ら せ

「病気と治療の検索サイト」を
リリースしました

検索方法①

検索方法②

検索方法③

50音順

病気カテゴリー

症状

■ 病気と治療の検索サイト

　2023年8月1日に福井大学医学部附属病院のホームページに「病気と治療の検索サイト」をリリー
スしました。「病気と治療の検索サイト」では、簡単に分かりやすく検索していただくように検索方法を、
「50音順」 「病気カテゴリー（がん、検診・検査、出産・子ども、病院の機能と役割）」 「症状」の3種
類を設けました。病気の検索を行うと、病気の基礎情報や記事等を読むことができ、本院の対応する診
療科なども知ることができます。お手元にあるスマートフォンもしくはパソコン等でいつでも閲覧し検索
できるようになっております。病気について知りたい場合は、ぜひ気軽に検索してみてください。

下記二次元バーコードより
ご覧ください。

本院サイトトップページからでもご覧いただけます。

の
対
策
強
化
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、予
防
、

薬
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、後
遺
症
、社
会
復

帰
、さ
ら
に
は
小
児
循
環
器
病
ま
で
含
め
た
包

括
的
な
支
援
を
推
進
す
る
の
が
こ
の
モ
デ
ル
事

業
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。行
政
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、多
職
種
の
連
携
や
地
域
医
療
機
関
と
の

連
携
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
村

全
県
的
に
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、

県
内
の
関
係
機
関
・
団
体
が
一
致
協
力
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。中
枢
機
関
と

し
て
の
業
務
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、医
師
12
人
、看
護
師
３
人
、医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）３
人
、薬
剤
師
、理
学
療

法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士（
療
法
士
）、

管
理
栄
養
士
、事
務
職
員
各
１
人
の
総
勢
24
人

と
い
う
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

菊
田

平
成
30
年
に「
脳
卒
中
・
心
臓
病
対
策

基
本
法
」が
制
定
さ
れ
、令
和
22
年
ま
で
に「
健

康
寿
命
を
３
年
以
上
延
伸
」「
循
環
器
病
の
死

亡
率
を
減
ら
す
」と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、厚
生
労

働
省
が
各
都
道
府
県
に
脳
卒
中
・
心
臓
病
等

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。福
井
県

で
は
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
今
年
度

モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
、セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
わ
け
で
す
。県
の
循
環
器
病
対
策
推
進
計

画
に
即
し
て
、中
心
的
に
対
策
事
業
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

福
井

従
来
は
高
度
先
進
医
療
の
推
進
が
国

の
循
環
器
病
対
策
の
柱
だ
っ
た
の
で
す
が
、そ

れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、予
防
や
慢
性
期
以
降

菊
田

具
体
的
な
事
業
は
、大
き
く
分
け
る
と

①
循
環
器
病
患
者
と
そ
の
家
族
の
相
談
支
援

窓
口
の
設
置
②
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
循

環
器
病
予
防
に
関
す
る
内
容
も
含
め
た
情
報

提
供
・
普
及
啓
発
③
地
域
の
医
療
機
関
・
か
か

り
つ
け
医
を
対
象
と
し
た
研
修
会
・
勉
強
会
等

の
開
催
④
相
談
支
援
を
効
率
的
に
行
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
材
の
開
発
・
提
供
、の
４
つ

が
柱
に
な
り
ま
す
。始
動
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い

ま
す
。

福
井

心
臓
病
の
診
療
は
循
環
器
内
科
と
心

臓
血
管
外
科
が
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、県

内
に
は
循
環
器
内
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関

が
90
余
り
あ
り
、7
割
以
上
が
嶺
北
に
集
中

し
て
い
ま
す
。一
方
、手
術
に
携
わ
る
心
臓
血

管
外
科
は
嶺
北
の
３
病
院
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。嶺
南
の
心
臓
血
管
治
療
を
支
え
る
た
め
、

本
院
か
ら
月
１
、２
回
の
頻
度
で
嶺
南
の
医
療

機
関
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。た
だ
、嶺
北
の
３
病
院
は
医
局
の
大
学
系

列
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ま
で
は
連
携

が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。大
阪
大
学

出
身
の
私
が
橋
渡
し
役
に
な
っ
て
病
院
間
の

垣
根
を
取
り
払
い
、連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、

治
療
を
県
内
で
完
結
で
き
る
体
制
を
築
く
こ

と
が
最
重
要
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。

菊
田

脳
卒
中
に
関
し
て
も
か
つ
て
は
同
じ

問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、13
年
前
に
福
井
脳
卒

中
連
携
協
議
会
が
発
足
し
、地
域
の
医
療
機
関

が
患
者
さ
ん
情
報
を
共
有
す
る
地
域
連
携
パ

ス
の
記
載
方
法
を
統
一
し
て
か
ら
、う
ま
く
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。心
臓
病
に
つ
い
て
も

地
域
連
携
パ
ス
の
統
一
が
連
携
強
化
の
第
一

歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。県
内
の

ど
の
医
療
圏
で
も
同
じ
よ
う
に
質
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
役
割
で
す
の
で
、医

療
の
格
差
解
消
に
向
け
た
病
病
連
携
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
村

福
井
脳
卒
中
連
携
協
議
会
で
は
年
３

回
、脳
卒
中
に
か
か
わ
る
県
内
全
医
療
機
関
の

医
師
、看
護
師
、Ｍ
Ｓ
W
、療
法
士
が
一
堂
に
会

し
て
、交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。ま
た
、日
本

脳
卒
中
協
会
福
井
県
支
部
で
は
、活
動
の
一
環

と
し
て
啓
発
を
目
的
に「
福
井
脳
卒
中
県
民
講

座
」を
嶺
北
と
嶺
南
で
毎
年
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。予
防
や
最
新
の
急
性
期
治
療
な
ど
テ
ー

マ
を
変
え
な
が
ら
、分
か
り
や
す
く
、親
し
み
や

す
い
よ
う
に
、演
劇
を
採
り
入
れ
た
り
、脳
卒
中

予
防
10
カ
条
を
覚
え
て
も
ら
う
歌
を
活
用
し
た

り
と
い
っ
た
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
、こ
う
し
た
実
績
を
ベ
ー
ス
に
ウ
イ
ン

グ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三嶋 一輝
地域医療連携部
総括医療ソーシャルワーカー

みしま・かずき
山口 朋子
リハビリテーション科
特命助教

やまぐち・ともこ
福井 伸哉
副センター長
心臓血管外科教授

ふくい・しんや
菊田健一郎
センター長
脳神経外科教授（副病院長）

きくた・けんいちろう
西本 尚弥
脳卒中リハビリテーション看護
認定看護師（副看護師長）

にしもと・なおや
山村　修
副センター長
地域医療推進講座教授

やまむら・おさむ
藏川真紀子
栄養部管理栄養士

くらかわ・まきこ
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厚労省指定モデル事業が発進！
脳卒中・心臓病等総合支援センター

目標は「健康寿命3年以上延伸」と「死亡率減少」。包括的支援の中枢担う

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
開
設
さ
れ
た
脳
卒
中・心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、厚

生
労
働
省
の
令
和
５
年
度
モ
デ
ル
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、６
月
１
日
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。令
和
22
年
ま
で
に「
健
康
寿
命
を
３
年
以
上
延
伸
」「
循
環
器
病
の
死
亡
率
を
減

ら
す
」と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
け
、福
井
県
内
に
お
い
て
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
患
者・家
族
支

援
、地
域
へ
の
情
報
提
供
、地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
、研
修・勉
強
会
な
ど
包
括
的
な
支
援

を
推
進
す
る
た
め
の
中
枢
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

県
の
循
環
器
病
対
策
推
進
計
画
に
即
し
た
事
業

多
岐
に
わ
た
る
業
務
遂
行
へ
24
人
態
勢
で
始
動

菊田健一郎
脳卒中・心臓病等総合支援センター長

脳神経外科教授（副病院長）

きくた・けんいちろう

座 談 会 Our Partner

お 知 ら せ

「病気と治療の検索サイト」を
リリースしました

検索方法①

検索方法②

検索方法③

50音順

病気カテゴリー

症状

■ 病気と治療の検索サイト  

　2023年8月1日に福井大学医学部附属病院のホームページに「病気と治療の検索サイト」をリリー
スしました。「病気と治療の検索サイト」では、簡単に分かりやすく検索していただくように検索方法を、

「50音順」「病気カテゴリー（がん、検診・検査、出産・子ども、病院の機能と役割）」「症状」の3種
類を設けました。病気の検索を行うと、病気の基礎情報や記事等を読むことができ、本院の対応する診
療科なども知ることができます。お手元にあるスマートフォンもしくはパソコン等でいつでも閲覧し検索
できるようになっております。病気について知りたい場合は、ぜひ気軽に検索してみてください。

下記二次元バーコードより
ご覧ください。

本院サイトトップページからでもご覧いただけます。
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覚
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３
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ま
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立
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取
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み
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以
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に
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が
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だ
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の
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は
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の
大
学
系

列
が
異
な
っ
て
い
る
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は
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は
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間
の
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で
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を
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で
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る
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を
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く
こ

と
が
最
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の
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だ
と
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す
。
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に
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が
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が
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井
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の
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の
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に
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け
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病
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こ
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を
期
待
し
て
い
ま
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山
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井
脳
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連
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議
会
で
は
年
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回
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卒
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に
か
か
わ
る
県
内
全
医
療
機
関
の

医
師
、看
護
師
、Ｍ
Ｓ
W
、療
法
士
が
一
堂
に
会

し
て
、交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。ま
た
、日
本

脳
卒
中
協
会
福
井
県
支
部
で
は
、活
動
の
一
環

と
し
て
啓
発
を
目
的
に「
福
井
脳
卒
中
県
民
講

座
」を
嶺
北
と
嶺
南
で
毎
年
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。予
防
や
最
新
の
急
性
期
治
療
な
ど
テ
ー

マ
を
変
え
な
が
ら
、分
か
り
や
す
く
、親
し
み
や

す
い
よ
う
に
、演
劇
を
採
り
入
れ
た
り
、脳
卒
中

予
防
10
カ
条
を
覚
え
て
も
ら
う
歌
を
活
用
し
た

り
と
い
っ
た
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
、こ
う
し
た
実
績
を
ベ
ー
ス
に
ウ
イ
ン

グ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三嶋 一輝
地域医療連携部
総括医療ソーシャルワーカー

みしま・かずき
山口 朋子
リハビリテーション科
特命助教

やまぐち・ともこ
福井 伸哉
副センター長
心臓血管外科教授

ふくい・しんや
菊田健一郎
センター長
脳神経外科教授（副病院長）

きくた・けんいちろう
西本 尚弥
脳卒中リハビリテーション看護
認定看護師（副看護師長）

にしもと・なおや
山村　修
副センター長
地域医療推進講座教授

やまむら・おさむ
藏川真紀子
栄養部管理栄養士

くらかわ・まきこ
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山村　修
同副センター長
地域医療推進講座教授

やまむら・おさむ

福井 伸哉
同副センター長
心臓血管外科教授

ふくい・しんや

山口 朋子
リハビリテーション科特命助教

やまぐち・ともこ

藏川真紀子
栄養部管理栄養士
脳・神経センター担当

くらかわ・まきこ

三嶋 一輝
総括医療ソーシャルワーカー

地域医療連携部所属

みしま・かずき

西本 尚弥
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

生活習慣病センター所属副看護師長

にしもと・なおや

1415

の
対
策
強
化
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、予
防
、

薬
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、後
遺
症
、社
会
復

帰
、さ
ら
に
は
小
児
循
環
器
病
ま
で
含
め
た
包

括
的
な
支
援
を
推
進
す
る
の
が
こ
の
モ
デ
ル
事

業
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。行
政
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、多
職
種
の
連
携
や
地
域
医
療
機
関
と
の

連
携
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
村

全
県
的
に
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、

県
内
の
関
係
機
関
・
団
体
が
一
致
協
力
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。中
枢
機
関
と

し
て
の
業
務
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、医
師
12
人
、看
護
師
３
人
、医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）３
人
、薬
剤
師
、理
学
療

法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士（
療
法
士
）、

管
理
栄
養
士
、事
務
職
員
各
１
人
の
総
勢
24
人

と
い
う
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

菊
田

平
成
30
年
に「
脳
卒
中
・
心
臓
病
対
策

基
本
法
」が
制
定
さ
れ
、令
和
22
年
ま
で
に「
健

康
寿
命
を
３
年
以
上
延
伸
」「
循
環
器
病
の
死

亡
率
を
減
ら
す
」と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、厚
生
労

働
省
が
各
都
道
府
県
に
脳
卒
中
・
心
臓
病
等

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。福
井
県

で
は
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
今
年
度

モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
、セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
わ
け
で
す
。県
の
循
環
器
病
対
策
推
進
計

画
に
即
し
て
、中
心
的
に
対
策
事
業
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

福
井

従
来
は
高
度
先
進
医
療
の
推
進
が
国

の
循
環
器
病
対
策
の
柱
だ
っ
た
の
で
す
が
、そ

れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、予
防
や
慢
性
期
以
降

菊
田
　
具
体
的
な
事
業
は
、大
き
く
分
け
る
と

①
循
環
器
病
患
者
と
そ
の
家
族
の
相
談
支
援

窓
口
の
設
置
②
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
循

環
器
病
予
防
に
関
す
る
内
容
も
含
め
た
情
報

提
供
・
普
及
啓
発
③
地
域
の
医
療
機
関
・
か
か

り
つ
け
医
を
対
象
と
し
た
研
修
会
・
勉
強
会
等

の
開
催
④
相
談
支
援
を
効
率
的
に
行
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
材
の
開
発
・
提
供
、の
４
つ

が
柱
に
な
り
ま
す
。始
動
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い

ま
す
。

福
井
　
心
臓
病
の
診
療
は
循
環
器
内
科
と
心

臓
血
管
外
科
が
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、県

内
に
は
循
環
器
内
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関

が
90
余
り
あ
り
、7
割
以
上
が
嶺
北
に
集
中

し
て
い
ま
す
。一
方
、手
術
に
携
わ
る
心
臓
血

管
外
科
は
嶺
北
の
３
病
院
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。嶺
南
の
心
臓
血
管
治
療
を
支
え
る
た
め
、

本
院
か
ら
月
１
、２
回
の
頻
度
で
嶺
南
の
医
療

機
関
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。た
だ
、嶺
北
の
３
病
院
は
医
局
の
大
学
系

列
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ま
で
は
連
携

が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。大
阪
大
学

出
身
の
私
が
橋
渡
し
役
に
な
っ
て
病
院
間
の

垣
根
を
取
り
払
い
、連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、

治
療
を
県
内
で
完
結
で
き
る
体
制
を
築
く
こ

と
が
最
重
要
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。

菊
田
　
脳
卒
中
に
関
し
て
も
か
つ
て
は
同
じ

問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、13
年
前
に
福
井
脳
卒

中
連
携
協
議
会
が
発
足
し
、地
域
の
医
療
機
関

が
患
者
さ
ん
情
報
を
共
有
す
る
地
域
連
携
パ

ス
の
記
載
方
法
を
統
一
し
て
か
ら
、う
ま
く
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。心
臓
病
に
つ
い
て
も

地
域
連
携
パ
ス
の
統
一
が
連
携
強
化
の
第
一

歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。県
内
の

ど
の
医
療
圏
で
も
同
じ
よ
う
に
質
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
役
割
で
す
の
で
、医

療
の
格
差
解
消
に
向
け
た
病
病
連
携
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
村
　
福
井
脳
卒
中
連
携
協
議
会
で
は
年
３

回
、脳
卒
中
に
か
か
わ
る
県
内
全
医
療
機
関
の

医
師
、看
護
師
、Ｍ
Ｓ
W
、療
法
士
が
一
堂
に
会

し
て
、交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。ま
た
、日
本

脳
卒
中
協
会
福
井
県
支
部
で
は
、活
動
の
一
環

と
し
て
啓
発
を
目
的
に「
福
井
脳
卒
中
県
民
講

座
」を
嶺
北
と
嶺
南
で
毎
年
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。予
防
や
最
新
の
急
性
期
治
療
な
ど
テ
ー

マ
を
変
え
な
が
ら
、分
か
り
や
す
く
、親
し
み
や

す
い
よ
う
に
、演
劇
を
採
り
入
れ
た
り
、脳
卒
中

予
防
10
カ
条
を
覚
え
て
も
ら
う
歌
を
活
用
し
た

り
と
い
っ
た
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
、こ
う
し
た
実
績
を
ベ
ー
ス
に
ウ
イ
ン

グ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

測
定
や
脈
拍
測
定
の
方
法
な
ど
、脳
卒
中
・
心

臓
病
予
防
、早
期
受
診
の
必
要
性
な
ど
、役
立

つ
情
報
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

藏
川

北
病
棟
3
階
の
脳
・
神
経
セ
ン
タ
ー
を

担
当
し
て
い
ま
す
。管
理
栄
養
士
と
し
て
、主

治
医
の
依
頼
に
基
づ
い
て
脳
卒
中
の
入
院
患

者
さ
ん
に
栄
養
指
導
を
行
い
ま
す
が
、発
症
後

に
食
生
活
を
改
善
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
循
環
器
病
の
危
険
因
子
の
発
見
・
予
防
」に

資
す
る
た
め
、県
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
も

と
に
地
域
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、公
開
講
座
を

通
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
大
切
さ
や
、

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
を
防
ぐ
工
夫
な
ど
、発
症
予

防
に
つ
な
が
る
食
生
活
に
つ
い
て
啓
発
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
口

急
性
期
病
院
と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
医
療
機
関
は
、地
域
連
携

パ
ス
で
連
携
が
取
れ
て
い
る
の
で
す
が
、在
宅

療
養
に
移
行
し
た
患
者
さ
ん
の
職
場
復
帰
や

社
会
参
加
を
促
す
両
立
支
援
に
つ
い
て
は
、急

性
期
病
院
に
勤
務
す
る
私
た
ち
が
把
握
す
る

の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。多
職
種
や
他
の

医
療
機
関
の
方
と
の
協
力
が
不
可
欠
な
分
野

な
の
で
、ど
う
い
う
仕
組
み
や
支
援
が
患
者
さ

ん
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
相
談
の
内

容
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
嶋

が
ん
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰
に
つ
い

て
は
、福
井
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協

会
と
福
井
県
社
会
保
険
労
務
士
会
の
合
同
研

修
会
を
何
年
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。来
年
３

月
に
脳
卒
中
・
心
臓
病
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰

を
テ
ー
マ
に
、福
井
県
循
環
器
病
対
策
推
進
協

議
会
と
協
力
し
て
初
め
て
の
研
修
会
を
開
催

し
、よ
り
良
い
連
携
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
、福
井
県
は
小
児
の
循
環
器
病
患

者
さ
ん
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
弱
い
の

で
改
善
し
た
い
で
す
し
、慢
性
期
や
維
持
期
の

在
宅
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
を
対
象
と
す
る
教
育
・

研
修
に
も
取
り
組
む
計
画
で
す
。

菊
田

身
体
障
害
者
手
帳
、障
害
年
金
、障

害
・
傷
病
手
当
金
、失
業
手
当
な
ど
の
制
度
を

菊
田

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
向
性
と
し
て
は
、心
臓
病
系
の
医
療

機
関
同
士
の
連
携
が
進
む
こ
と
を
前
提
に
、福

井
脳
卒
中
連
携
協
議
会
と
合
体
さ
せ
た
新
し

い
組
織
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。来

年
２
月
に
は「
血
管
の
疾
患
」と
い
う
く
く
り

で
、脳
卒
中
と
心
臓
病
を
包
含
し
た
県
民
公
開

講
座
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

山
村

今
ま
で
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
医
療
講

座
が
県
内
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、そ
れ

ら
と
協
働
し
て
管
理
栄
養
士
、療
法
士
、訪
問

看
護
師
、歯
科
衛
生
士
な
ど
に
も
参
画
い
た
だ

く
公
開
講
座
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。県

民
公
開
講
座
の
拡
充
に
加
え
て
、医
療
関
係
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
講
座
も
創
設
す
る
予
定
で
す
。

福
井

福
井
県
で
育
っ
た
医
師
が
地
元
で
存

分
に
活
躍
す
る
こ
と
が
、福
井
県
の
循
環
器
病

診
療
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。し
か

し
、現
状
、福
井
大
学
医
学
部
に
は
地
元
出
身

の
学
生
が
１
学
年
あ
た
り
約
40
人
在
籍
し
て

い
る
の
で
す
が
、初
期
臨
床
研
修
医
と
し
て
本

院
に
残
る
の
は
15
人
ほ
ど
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。循

環
器
病
領
域
で
も
、U
タ
ー
ン
も
含
め
て
研
修

医
や
専
攻
医
を
多
く
確
保
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
あ
り
、地
元
の
病
院
が
連
携
し
て

県
全
体
と
し
て
受
け
入
れ
態
勢
を
拡
充
し
て

い
く
方
針
で
す
。

活
用
す
れ
ば
、無
理
せ
ず
、ゆ
っ
く
り
と
社
会

復
帰
に
取
り
組
め
る
は
ず
で
す
が
、こ
れ
ら
の

制
度
を
知
ら
な
い
患
者
さ
ん
や
医
療
関
係
者

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
支
援
制
度

の
周
知
も
と
て
も
重
要
で
す
ね
。

西
本

県
内
の
認
定
看
護
師
を
中
心
に
看
護

師
が
連
携
し
て
、日
常
生
活
に
お
け
る
予
防
対

策
や
再
発
後
の
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
誰

も
が
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

世
界
脳
卒
中
デ
ー
、世
界
高
血
圧
デ
ー
、世
界

心
臓
デ
ー
、循
環
器
疾
患
予
防
月
間
、脳
卒
中

月
間
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、看
護
師
が
協

力
し
あ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し

た
啓
発
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、つ
な
ぎ
役

を
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

藏
川

減
塩
の
効
果
に
つ
い
て
は
患
者
さ
ん

自
身
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

我
慢
を
強
い
ら
れ
る
減
塩
生
活
が
続
く
と
嫌

気
が
さ
す
患
者
さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

塩
分
を
控
え
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
工

夫
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
ら
れ
た

ら
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菊
田

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
県
内
関
係
者
が

参
加
す
る
会
議
の
頻
度
を
高
め
、連
携
を
加
速

さ
せ
る
方
針
で
す
。県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
県
全
域
に
取
り
組
み
を
波
及
さ
せ
、目
標
達

成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

山
口
　
本
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は

も
っ
ぱ
ら
急
性
期
の
患
者
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。循
環
器
病
で
は
、薬
剤
や
栄
養
な
ど
多

職
種
が
関
わ
る
と
治
療
成
績
が
向
上
す
る
と

い
う
エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
）が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
も
多
職
種
連
携
を
通
じ
て
本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、日
常
生
活
に
運
動
を
採
り
入
れ

る
と
全
身
の
動
脈
硬
化
予
防
に
つ
な
が
る
と

い
っ
た
運
動
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
講
座
の
中
で

県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

三
嶋
　
M
S
W
は
元
々
、院
内
の
患
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、循
環
器
病
患
者
さ
ん
も
含
め

た
患
者
相
談
、社
会
復
帰
、経
済
的
問
題
、地
域

連
携
パ
ス
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
対
応
や
支

援
業
務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。脳
卒
中・心
臓

病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
機
に
、循
環

器
病
に
特
化
し
た
相
談
窓
口
も
新
設
し
、看
護

師
と
共
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
無
料
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
相
談

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
ー
ル
相
談
も
可
能
で
、広
報
用
の
チ

ラ
シ
１
４
０
０
枚
を
作
成
し
、医
療
機
関
、薬
局
、

保
健
所
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
充
実
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。高

齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、お
子
さ
ん
の
不

整
脈
、介
護
保
険
手
続
き
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、県
の
窓
口
と
し
て
今
後
さ

ら
に
相
談
件
数
を
増
や
す
工
夫
も
必
要
で
す
。

西
本
　
南
病
棟
６
階
の
生
活
習
慣
病
セ
ン

タ
ー
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、

脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護

師
の
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、脳
卒

中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
に
選
ば
れ
た
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。ま

ず
は
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
県
民
向
け
の
さ

ま
ざ
ま
な
公
開
講
座
や
商
業
施
設
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
参
画
し
て
、正
し
い
血
圧

地
域
連
携
パ
ス
の
統
一が
病
院
連
携
の
第
一歩

「
福
井
脳
卒
中
県
民
講
座
」の
実
績
を
ベ
ー
ス
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
専
用
相
談
窓
口
を
開
設

予
防
や
在
宅
療
養
に
役
立
つ
講
座
を
計
画

地
元
出
身
医
師
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

無
理
な
く
社
会
復
帰
で
き
る
支
援
制
度
の
周
知
も
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の
対
策
強
化
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、予
防
、

薬
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、後
遺
症
、社
会
復

帰
、さ
ら
に
は
小
児
循
環
器
病
ま
で
含
め
た
包

括
的
な
支
援
を
推
進
す
る
の
が
こ
の
モ
デ
ル
事

業
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。行
政
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、多
職
種
の
連
携
や
地
域
医
療
機
関
と
の

連
携
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
村

全
県
的
に
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、

県
内
の
関
係
機
関
・
団
体
が
一
致
協
力
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。中
枢
機
関
と

し
て
の
業
務
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、医
師
12
人
、看
護
師
３
人
、医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）３
人
、薬
剤
師
、理
学
療

法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士（
療
法
士
）、

管
理
栄
養
士
、事
務
職
員
各
１
人
の
総
勢
24
人

と
い
う
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

菊
田

平
成
30
年
に「
脳
卒
中
・
心
臓
病
対
策

基
本
法
」が
制
定
さ
れ
、令
和
22
年
ま
で
に「
健

康
寿
命
を
３
年
以
上
延
伸
」「
循
環
器
病
の
死

亡
率
を
減
ら
す
」と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、厚
生
労

働
省
が
各
都
道
府
県
に
脳
卒
中
・
心
臓
病
等

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。福
井
県

で
は
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
今
年
度

モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
、セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
わ
け
で
す
。県
の
循
環
器
病
対
策
推
進
計

画
に
即
し
て
、中
心
的
に
対
策
事
業
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

福
井

従
来
は
高
度
先
進
医
療
の
推
進
が
国

の
循
環
器
病
対
策
の
柱
だ
っ
た
の
で
す
が
、そ

れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、予
防
や
慢
性
期
以
降

菊
田

具
体
的
な
事
業
は
、大
き
く
分
け
る
と

①
循
環
器
病
患
者
と
そ
の
家
族
の
相
談
支
援

窓
口
の
設
置
②
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
循

環
器
病
予
防
に
関
す
る
内
容
も
含
め
た
情
報

提
供
・
普
及
啓
発
③
地
域
の
医
療
機
関
・
か
か

り
つ
け
医
を
対
象
と
し
た
研
修
会
・
勉
強
会
等

の
開
催
④
相
談
支
援
を
効
率
的
に
行
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
材
の
開
発
・
提
供
、の
４
つ

が
柱
に
な
り
ま
す
。始
動
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い

ま
す
。

福
井

心
臓
病
の
診
療
は
循
環
器
内
科
と
心

臓
血
管
外
科
が
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、県

内
に
は
循
環
器
内
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関

が
90
余
り
あ
り
、7
割
以
上
が
嶺
北
に
集
中

し
て
い
ま
す
。一
方
、手
術
に
携
わ
る
心
臓
血

管
外
科
は
嶺
北
の
３
病
院
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。嶺
南
の
心
臓
血
管
治
療
を
支
え
る
た
め
、

本
院
か
ら
月
１
、２
回
の
頻
度
で
嶺
南
の
医
療

機
関
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。た
だ
、嶺
北
の
３
病
院
は
医
局
の
大
学
系

列
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ま
で
は
連
携

が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。大
阪
大
学

出
身
の
私
が
橋
渡
し
役
に
な
っ
て
病
院
間
の

垣
根
を
取
り
払
い
、連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、

治
療
を
県
内
で
完
結
で
き
る
体
制
を
築
く
こ

と
が
最
重
要
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。

菊
田

脳
卒
中
に
関
し
て
も
か
つ
て
は
同
じ

問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、13
年
前
に
福
井
脳
卒

中
連
携
協
議
会
が
発
足
し
、地
域
の
医
療
機
関

が
患
者
さ
ん
情
報
を
共
有
す
る
地
域
連
携
パ

ス
の
記
載
方
法
を
統
一
し
て
か
ら
、う
ま
く
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。心
臓
病
に
つ
い
て
も

地
域
連
携
パ
ス
の
統
一
が
連
携
強
化
の
第
一

歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。県
内
の

ど
の
医
療
圏
で
も
同
じ
よ
う
に
質
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
役
割
で
す
の
で
、医

療
の
格
差
解
消
に
向
け
た
病
病
連
携
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
村

福
井
脳
卒
中
連
携
協
議
会
で
は
年
３

回
、脳
卒
中
に
か
か
わ
る
県
内
全
医
療
機
関
の

医
師
、看
護
師
、Ｍ
Ｓ
W
、療
法
士
が
一
堂
に
会

し
て
、交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。ま
た
、日
本

脳
卒
中
協
会
福
井
県
支
部
で
は
、活
動
の
一
環

と
し
て
啓
発
を
目
的
に「
福
井
脳
卒
中
県
民
講

座
」を
嶺
北
と
嶺
南
で
毎
年
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。予
防
や
最
新
の
急
性
期
治
療
な
ど
テ
ー

マ
を
変
え
な
が
ら
、分
か
り
や
す
く
、親
し
み
や

す
い
よ
う
に
、演
劇
を
採
り
入
れ
た
り
、脳
卒
中

予
防
10
カ
条
を
覚
え
て
も
ら
う
歌
を
活
用
し
た

り
と
い
っ
た
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
、こ
う
し
た
実
績
を
ベ
ー
ス
に
ウ
イ
ン

グ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

測
定
や
脈
拍
測
定
の
方
法
な
ど
、脳
卒
中
・
心

臓
病
予
防
、早
期
受
診
の
必
要
性
な
ど
、役
立

つ
情
報
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

藏
川
　
北
病
棟
3
階
の
脳
・
神
経
セ
ン
タ
ー
を

担
当
し
て
い
ま
す
。管
理
栄
養
士
と
し
て
、主

治
医
の
依
頼
に
基
づ
い
て
脳
卒
中
の
入
院
患

者
さ
ん
に
栄
養
指
導
を
行
い
ま
す
が
、発
症
後

に
食
生
活
を
改
善
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
循
環
器
病
の
危
険
因
子
の
発
見
・
予
防
」に

資
す
る
た
め
、県
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
も

と
に
地
域
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、公
開
講
座
を

通
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
大
切
さ
や
、

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
を
防
ぐ
工
夫
な
ど
、発
症
予

防
に
つ
な
が
る
食
生
活
に
つ
い
て
啓
発
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
口
　
急
性
期
病
院
と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
医
療
機
関
は
、地
域
連
携

パ
ス
で
連
携
が
取
れ
て
い
る
の
で
す
が
、在
宅

療
養
に
移
行
し
た
患
者
さ
ん
の
職
場
復
帰
や

社
会
参
加
を
促
す
両
立
支
援
に
つ
い
て
は
、急

性
期
病
院
に
勤
務
す
る
私
た
ち
が
把
握
す
る

の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。多
職
種
や
他
の

医
療
機
関
の
方
と
の
協
力
が
不
可
欠
な
分
野

な
の
で
、ど
う
い
う
仕
組
み
や
支
援
が
患
者
さ

ん
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
相
談
の
内

容
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
嶋
　
が
ん
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰
に
つ
い

て
は
、福
井
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協

会
と
福
井
県
社
会
保
険
労
務
士
会
の
合
同
研

修
会
を
何
年
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。来
年
３

月
に
脳
卒
中
・
心
臓
病
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰

を
テ
ー
マ
に
、福
井
県
循
環
器
病
対
策
推
進
協

議
会
と
協
力
し
て
初
め
て
の
研
修
会
を
開
催

し
、よ
り
良
い
連
携
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
、福
井
県
は
小
児
の
循
環
器
病
患

者
さ
ん
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
弱
い
の

で
改
善
し
た
い
で
す
し
、慢
性
期
や
維
持
期
の

在
宅
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
を
対
象
と
す
る
教
育
・

研
修
に
も
取
り
組
む
計
画
で
す
。

菊
田
　
身
体
障
害
者
手
帳
、障
害
年
金
、障

害
・
傷
病
手
当
金
、失
業
手
当
な
ど
の
制
度
を

菊
田
　
脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
向
性
と
し
て
は
、心
臓
病
系
の
医
療

機
関
同
士
の
連
携
が
進
む
こ
と
を
前
提
に
、福

井
脳
卒
中
連
携
協
議
会
と
合
体
さ
せ
た
新
し

い
組
織
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。来

年
２
月
に
は「
血
管
の
疾
患
」と
い
う
く
く
り

で
、脳
卒
中
と
心
臓
病
を
包
含
し
た
県
民
公
開

講
座
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

山
村
　
今
ま
で
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
医
療
講

座
が
県
内
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、そ
れ

ら
と
協
働
し
て
管
理
栄
養
士
、療
法
士
、訪
問

看
護
師
、歯
科
衛
生
士
な
ど
に
も
参
画
い
た
だ

く
公
開
講
座
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。県

民
公
開
講
座
の
拡
充
に
加
え
て
、医
療
関
係
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
講
座
も
創
設
す
る
予
定
で
す
。

福
井
　
福
井
県
で
育
っ
た
医
師
が
地
元
で
存

分
に
活
躍
す
る
こ
と
が
、福
井
県
の
循
環
器
病

診
療
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。し
か

し
、現
状
、福
井
大
学
医
学
部
に
は
地
元
出
身

の
学
生
が
１
学
年
あ
た
り
約
40
人
在
籍
し
て

い
る
の
で
す
が
、初
期
臨
床
研
修
医
と
し
て
本

院
に
残
る
の
は
15
人
ほ
ど
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。循

環
器
病
領
域
で
も
、U
タ
ー
ン
も
含
め
て
研
修

医
や
専
攻
医
を
多
く
確
保
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
あ
り
、地
元
の
病
院
が
連
携
し
て

県
全
体
と
し
て
受
け
入
れ
態
勢
を
拡
充
し
て

い
く
方
針
で
す
。

活
用
す
れ
ば
、無
理
せ
ず
、ゆ
っ
く
り
と
社
会

復
帰
に
取
り
組
め
る
は
ず
で
す
が
、こ
れ
ら
の

制
度
を
知
ら
な
い
患
者
さ
ん
や
医
療
関
係
者

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
支
援
制
度

の
周
知
も
と
て
も
重
要
で
す
ね
。

西
本
　
県
内
の
認
定
看
護
師
を
中
心
に
看
護

師
が
連
携
し
て
、日
常
生
活
に
お
け
る
予
防
対

策
や
再
発
後
の
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
誰

も
が
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

世
界
脳
卒
中
デ
ー
、世
界
高
血
圧
デ
ー
、世
界

心
臓
デ
ー
、循
環
器
疾
患
予
防
月
間
、脳
卒
中

月
間
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、看
護
師
が
協

力
し
あ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し

た
啓
発
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、つ
な
ぎ
役

を
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

藏
川
　
減
塩
の
効
果
に
つ
い
て
は
患
者
さ
ん

自
身
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

我
慢
を
強
い
ら
れ
る
減
塩
生
活
が
続
く
と
嫌

気
が
さ
す
患
者
さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

塩
分
を
控
え
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
工

夫
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
ら
れ
た

ら
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菊
田
　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
県
内
関
係
者
が

参
加
す
る
会
議
の
頻
度
を
高
め
、連
携
を
加
速

さ
せ
る
方
針
で
す
。県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
県
全
域
に
取
り
組
み
を
波
及
さ
せ
、目
標
達

成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

山
口

本
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は

も
っ
ぱ
ら
急
性
期
の
患
者
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。循
環
器
病
で
は
、薬
剤
や
栄
養
な
ど
多

職
種
が
関
わ
る
と
治
療
成
績
が
向
上
す
る
と

い
う
エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
）が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
も
多
職
種
連
携
を
通
じ
て
本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、日
常
生
活
に
運
動
を
採
り
入
れ

る
と
全
身
の
動
脈
硬
化
予
防
に
つ
な
が
る
と

い
っ
た
運
動
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
講
座
の
中
で

県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

三
嶋

M
S
W
は
元
々
、院
内
の
患
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、循
環
器
病
患
者
さ
ん
も
含
め

た
患
者
相
談
、社
会
復
帰
、経
済
的
問
題
、地
域

連
携
パ
ス
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
対
応
や
支

援
業
務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。脳
卒
中・心
臓

病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
機
に
、循
環

器
病
に
特
化
し
た
相
談
窓
口
も
新
設
し
、看
護

師
と
共
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
無
料
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
相
談

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
ー
ル
相
談
も
可
能
で
、広
報
用
の
チ

ラ
シ
１
４
０
０
枚
を
作
成
し
、医
療
機
関
、薬
局
、

保
健
所
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
充
実
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。高

齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、お
子
さ
ん
の
不

整
脈
、介
護
保
険
手
続
き
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、県
の
窓
口
と
し
て
今
後
さ

ら
に
相
談
件
数
を
増
や
す
工
夫
も
必
要
で
す
。

西
本

南
病
棟
６
階
の
生
活
習
慣
病
セ
ン

タ
ー
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、

脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護

師
の
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、脳
卒

中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
に
選
ば
れ
た
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。ま

ず
は
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
県
民
向
け
の
さ

ま
ざ
ま
な
公
開
講
座
や
商
業
施
設
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
参
画
し
て
、正
し
い
血
圧

地
域
連
携
パ
ス
の
統
一が
病
院
連
携
の
第
一歩

「
福
井
脳
卒
中
県
民
講
座
」の
実
績
を
ベ
ー
ス
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
専
用
相
談
窓
口
を
開
設

予
防
や
在
宅
療
養
に
役
立
つ
講
座
を
計
画

地
元
出
身
医
師
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

無
理
な
く
社
会
復
帰
で
き
る
支
援
制
度
の
周
知
も



　
生
ま
れ
つ
き
の
病
気
が
あ
っ
て
、子
ど

も
の
こ
ろ
に
入
院
生
活
を
何
度
か
経
験

し
ま
し
た
。看
護
師
さ
ん
の
や
さ
し
く

献
身
的
な
姿
に
接
し
て
、高
校
に
入
学

し
た
時
点
で
将
来
は
看
護
師
に
な
ろ
う

と
決
め
て
い
ま
し
た
。志
望
ど
お
り
看

護
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
、金
沢
大
学

附
属
病
院
で
18
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

　
乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど
婦
人
科

系
が
ん
の
病
棟
に
配
属
さ
れ
て
い
た

時
期
に
、ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
の
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ナ・ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
が
、遺
伝

性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
で
あ
る

こ
と
を
公
表
し
、発
症
リ
ス
ク
を
減
ら

す
た
め
に
、予
防
的
に
乳
房
を
切
除
し

た
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
ま
し
た
。

　
当
時
登
場
し
た
遺
伝
性
乳
が
ん・卵

巣
が
ん
に
有
効
な
分
子
標
的
薬
は
、

遺
伝
学
的
検
査（
い
わ
ゆ
る
遺
伝
子

検
査
）や
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
で
初
め
て
使
用
で
き
る
と

知
っ
た
こ
と
が
、遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
い
う
専
門
職
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て

遺
伝
性
疾
患
や
そ
の
リ
ス
ク
に
悩
む

人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
の
思

い
が
強
ま
り
、令
和
２
年
、遺
伝
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
目
指
す
た
め
に
金
沢
大

学
大
学
院
で
遺
伝
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

看
護
師
を
退
職
し
て

大
学
院
で
遺
伝
学
ぶ

本
院
に
入
職
後
、遺
伝
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
制
度
の
認
定
試
験
を
今
年
９
月

に
受
け
、10
月
末
に
福
井
県
内
で
は
初

の「
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」資
格

を
取
得
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

実
務
経
験
は
ま
だ
浅
い
の
で
す
が
、

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
た
乳
が
ん
患
者
さ
ん
の
ご
家
族

が
が
ん
検
診
を
受
け
、同
胞
に
も
乳
が

ん
が
見
つ
か
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
契
機
に
ご
家
族

が「
検
査
が
必
要
」と
判
断
し
た
こ
と

で
早
期
発
見
で
き
た
わ
け
で
、あ
ら
た

め
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

遺
伝
学
的
検
査
は
ご
本
人
や
血
縁

者
に
と
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を

は
ら
ん
で
い
ま
す
。検
査
結
果
を
必

要
以
上
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
基
本
ス
タ
ン
ス

で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、ク
ラ
イ
エ

ン
ト
の
共
感
を
得
ら
れ
た
り
、と
ら
え

方
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
わ
っ
た
り
し
た

時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

同
じ
疾
患
と
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

も
人
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
が
違
い

ま
す
。楽
観
的
な
人
か
ら
、う
つ
に
な

り
か
ね
な
い
ほ
ど
深
刻
に
と
ら
え
る

人
ま
で
十
人
十
色
で
す
の
で
、画
一
的

で
は
な
く
、個
々
に
し
っ
か
り
向
き
合

い
、寄
り
添
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
い
ま
す
。

画
一
的
対
応
で
は
な
く

一
人
一
人
に
寄
り
添
う

 
「
専
門
医
や
診
療
科
と
連
携
し
て

遺
伝
に
か
か
わ
る
相
談
に
対
処
」

リポート

いけだ・かずみ
新潟県高田市（現上越市）出身。平成
14年3月、金沢大学医学部保健学科看
護学専攻を卒業し、金沢大学附属病院
看護部入職。令和2年3月に退職し、同
年4月、金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医科学専攻（修士課程）に入
学。令和5年3月、同遺伝カウンセリン
グコースを修了し、同年4月、福井大学
医学部附属病院遺伝診療部に遺伝カウ
ンセラーとして入職。同年10月、認定
遺伝カウンセラーを取得。

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
１
日
に
密
着
！

池
田
和
美
さ
ん

R e p o r t

（上）クライエントの出迎え （下）資料の作成・整理 看護師と家系図作成について相談

遺
伝
診
療
部

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ⓡ

幅
広
い
疾
患
で
遺
伝
診
療
が
浸

透
す
る
中
、福
井
大
学
医
学
部

附
属
病
院
遺
伝
診
療
部
は
、全

診
療
科
の
協
力
を
得
て
、臨
床
遺

伝
専
門
医
を
中
心
に
遺
伝
や
遺

伝
性
疾
患
に
関
す
る
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
は

新
た
に
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
し
て
、相
談
体
制
を
強
化
し
ま

し
た
。専
門
医
や
各
診
療
科
と
連

携
し
て
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト（
相
談
依

頼
者
）に
寄
り
添
い
な
が
ら
サ
ポ

ー
ト
す
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

１
日
に
密
着
し
ま
し
た
。
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　金沢市在住なので、出勤日は車で約150
㎞を往復しています。採用が決まった時は
単身赴任も検討したのですが、思春期の子
どもたちの生活や夫の負担などを考えて断
念しました。
　私のデスクは遺伝診療部の遺伝カウンセ
リング室の一角にあります。午前中は1人だ
けの静かな環境で、主に資料の作成や整理
などのデスクワークをします。

　遺伝カウンセリングは完全予約制になっ
ていて、予約受付・調整業務は私が一手に
担っています。
オーダーがきている案件について、カウ

ンセリングに参加する臨床遺伝専門医や主
治医とクライエントの都合をすり合わせて、
実施日時を決定します。
カウンセリングオーダーの多くは各診療
科の主治医から入りますが、地域医療連携
部を通じて外部から相談を受けることもあ
ります。
　遺伝カウンセリングの実施件数はこのと
ころ急増しており、令和4年度は延べ150

件を超え、うち新規が約120件を占めまし
た。対象疾患は腫瘍、周産期、神経・筋、小
児が中心ですが、多様な疾患で遺伝診療へ
の関心が高まっていて、ほぼ全診療科にま
たがるようになっています。

本院が推進するがんゲノム医療では、
300以上の遺伝子を網羅的に解析するがん
遺伝子パネル検査を基に、最適な治療薬の
選択を目指しています。患者さんのがんが遺
伝性か否かも判断材料の一つになります。そ
のため、患者さんの血縁者に同じがんや類似
がんの履歴がないかを確認する目的で、患者
さんに聞き取る形で家系図を作成します。
　従来は看護師が担当していたのですが、
今は私も担当に加わり作成しています。が
んゲノム外来を受診した患者さんと面談し
ながらの作業になります。がん診療推進セ
ンターの看護師と相談、情報共有をしてい
ます。

　遺伝カウンセリングに来院したクライエ
ントを、総合受付まで出迎え、遺伝カウンセ
リング室に案内します。入り組んだ院内通
路をたどってカウンセリング室まで来てい
ただくのは申し訳ないからです。リラックス
していただけるよう、あいさつや自己紹介
はにこやかにと心掛けています。

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
８：30～10：00

資料作成・整理など
外来・中央診療施設・総合受付
13：00～13：30

クライエントの案内

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
10：00～11：00

カウンセリングの日程調整

がん診療推進センター
11：00～12：00

家系図作成の情報収集依頼

相談の敷居が低くなった

　池田さんが遺伝カウンセラーとして
着任したメリットはとても大きいと思い
ます。
　遺伝カウンセリングを中心的に担う3
人の臨床遺伝専門医は、所属診療科と
の兼務なので多忙です。そのため、主治
医が遺伝学的検査をしたくても、カウン
セリングを依頼しにくかった面がありま
した。私たち臨床遺伝専門医も日程調
整などに少し煩わしさを感じていたのも
事実です。
　池田さんに予約受付・調整を一任した
ことで、主治医もクライエントも気軽に
相談できるようになり、カウンセリング
の敷居が低くなりました。他の業務につ
いても私たちの負担が減り、運営が円
滑に回るようになっています。

クライエントと日程調整

井川正道遺伝診療部長・教授



生
ま
れ
つ
き
の
病
気
が
あ
っ
て
、子
ど

も
の
こ
ろ
に
入
院
生
活
を
何
度
か
経
験

し
ま
し
た
。看
護
師
さ
ん
の
や
さ
し
く

献
身
的
な
姿
に
接
し
て
、高
校
に
入
学

し
た
時
点
で
将
来
は
看
護
師
に
な
ろ
う

と
決
め
て
い
ま
し
た
。志
望
ど
お
り
看

護
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
、金
沢
大
学

附
属
病
院
で
18
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど
婦
人
科

系
が
ん
の
病
棟
に
配
属
さ
れ
て
い
た

時
期
に
、ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
の
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ナ・ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
が
、遺
伝

性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
で
あ
る

こ
と
を
公
表
し
、発
症
リ
ス
ク
を
減
ら

す
た
め
に
、予
防
的
に
乳
房
を
切
除
し

た
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
ま
し
た
。

当
時
登
場
し
た
遺
伝
性
乳
が
ん・卵

巣
が
ん
に
有
効
な
分
子
標
的
薬
は
、

遺
伝
学
的
検
査（
い
わ
ゆ
る
遺
伝
子

検
査
）や
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
で
初
め
て
使
用
で
き
る
と

知
っ
た
こ
と
が
、遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
い
う
専
門
職
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て

遺
伝
性
疾
患
や
そ
の
リ
ス
ク
に
悩
む

人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
の
思

い
が
強
ま
り
、令
和
２
年
、遺
伝
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
目
指
す
た
め
に
金
沢
大

学
大
学
院
で
遺
伝
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

看
護
師
を
退
職
し
て

大
学
院
で
遺
伝
学
ぶ

　
本
院
に
入
職
後
、遺
伝
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
制
度
の
認
定
試
験
を
今
年
９
月

に
受
け
、10
月
末
に
福
井
県
内
で
は
初

の「
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」資
格

を
取
得
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
実
務
経
験
は
ま
だ
浅
い
の
で
す
が
、

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
た
乳
が
ん
患
者
さ
ん
の
ご
家
族

が
が
ん
検
診
を
受
け
、同
胞
に
も
乳
が

ん
が
見
つ
か
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
契
機
に
ご
家
族

が「
検
査
が
必
要
」と
判
断
し
た
こ
と

で
早
期
発
見
で
き
た
わ
け
で
、あ
ら
た

め
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

　
遺
伝
学
的
検
査
は
ご
本
人
や
血
縁

者
に
と
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を

は
ら
ん
で
い
ま
す
。検
査
結
果
を
必

要
以
上
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
基
本
ス
タ
ン
ス

で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、ク
ラ
イ
エ

ン
ト
の
共
感
を
得
ら
れ
た
り
、と
ら
え

方
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
わ
っ
た
り
し
た

時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
同
じ
疾
患
と
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

も
人
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
が
違
い

ま
す
。楽
観
的
な
人
か
ら
、う
つ
に
な

り
か
ね
な
い
ほ
ど
深
刻
に
と
ら
え
る

人
ま
で
十
人
十
色
で
す
の
で
、画
一
的

で
は
な
く
、個
々
に
し
っ
か
り
向
き
合

い
、寄
り
添
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
い
ま
す
。

画
一
的
対
応
で
は
な
く

一
人
一
人
に
寄
り
添
う

「
専
門
医
や
診
療
科
と
連
携
し
て

遺
伝
に
か
か
わ
る
相
談
に
対
処
」

リポート

いけだ・かずみ
新潟県高田市（現上越市）出身。平成
14年3月、金沢大学医学部保健学科看
護学専攻を卒業し、金沢大学附属病院
看護部入職。令和2年3月に退職し、同
年4月、金沢大学大学院医薬保健学総
合研究科医科学専攻（修士課程）に入
学。令和5年3月、同遺伝カウンセリン
グコースを修了し、同年4月、福井大学
医学部附属病院遺伝診療部に遺伝カウ
ンセラーとして入職。同年10月、認定
遺伝カウンセラーを取得。

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
１
日
に
密
着
！

池
田
和
美
さ
ん

R e p o r t

（上）クライエントの出迎え　 （下）資料の作成・整理 看護師と家系図作成について相談

遺
伝
診
療
部

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ⓡ

幅
広
い
疾
患
で
遺
伝
診
療
が
浸

透
す
る
中
、福
井
大
学
医
学
部

附
属
病
院
遺
伝
診
療
部
は
、全

診
療
科
の
協
力
を
得
て
、臨
床
遺

伝
専
門
医
を
中
心
に
遺
伝
や
遺

伝
性
疾
患
に
関
す
る
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
は

新
た
に
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
し
て
、相
談
体
制
を
強
化
し
ま

し
た
。専
門
医
や
各
診
療
科
と
連

携
し
て
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト（
相
談
依

頼
者
）に
寄
り
添
い
な
が
ら
サ
ポ

ー
ト
す
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

１
日
に
密
着
し
ま
し
た
。
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　金沢市在住なので、出勤日は車で約150
㎞を往復しています。採用が決まった時は
単身赴任も検討したのですが、思春期の子
どもたちの生活や夫の負担などを考えて断
念しました。
　私のデスクは遺伝診療部の遺伝カウンセ
リング室の一角にあります。午前中は1人だ
けの静かな環境で、主に資料の作成や整理
などのデスクワークをします。

　遺伝カウンセリングは完全予約制になっ
ていて、予約受付・調整業務は私が一手に
担っています。
　オーダーがきている案件について、カウ
ンセリングに参加する臨床遺伝専門医や主
治医とクライエントの都合をすり合わせて、
実施日時を決定します。
　カウンセリングオーダーの多くは各診療
科の主治医から入りますが、地域医療連携
部を通じて外部から相談を受けることもあ
ります。
　遺伝カウンセリングの実施件数はこのと
ころ急増しており、令和4年度は延べ150

件を超え、うち新規が約120件を占めまし
た。対象疾患は腫瘍、周産期、神経・筋、小
児が中心ですが、多様な疾患で遺伝診療へ
の関心が高まっていて、ほぼ全診療科にま
たがるようになっています。

　本院が推進するがんゲノム医療では、
300以上の遺伝子を網羅的に解析するがん
遺伝子パネル検査を基に、最適な治療薬の
選択を目指しています。患者さんのがんが遺
伝性か否かも判断材料の一つになります。そ
のため、患者さんの血縁者に同じがんや類似
がんの履歴がないかを確認する目的で、患者
さんに聞き取る形で家系図を作成します。
　従来は看護師が担当していたのですが、
今は私も担当に加わり作成しています。が
んゲノム外来を受診した患者さんと面談し
ながらの作業になります。がん診療推進セ
ンターの看護師と相談、情報共有をしてい
ます。

　遺伝カウンセリングに来院したクライエ
ントを、総合受付まで出迎え、遺伝カウンセ
リング室に案内します。入り組んだ院内通
路をたどってカウンセリング室まで来てい
ただくのは申し訳ないからです。リラックス
していただけるよう、あいさつや自己紹介
はにこやかにと心掛けています。

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
８：30～10：00

資料作成・整理など
外来・中央診療施設・総合受付
13：00～13：30

クライエントの案内

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
10：00～11：00

カウンセリングの日程調整

がん診療推進センター
11：00～12：00

家系図作成の情報収集依頼

相談の敷居が低くなった

　池田さんが遺伝カウンセラーとして
着任したメリットはとても大きいと思い
ます。
　遺伝カウンセリングを中心的に担う3
人の臨床遺伝専門医は、所属診療科と
の兼務なので多忙です。そのため、主治
医が遺伝学的検査をしたくても、カウン
セリングを依頼しにくかった面がありま
した。私たち臨床遺伝専門医も日程調
整などに少し煩わしさを感じていたのも
事実です。
　池田さんに予約受付・調整を一任した
ことで、主治医もクライエントも気軽に
相談できるようになり、カウンセリング
の敷居が低くなりました。他の業務につ
いても私たちの負担が減り、運営が円
滑に回るようになっています。

クライエントと日程調整

井川正道遺伝診療部長・教授
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立ち会い出産
　立ち会い出産とは、ご夫婦がお互いに協力してこの出産に臨むことです。陣痛が始まってから赤ち
ゃんが産まれるまでにかかる時間は、約12～15時間です(初産婦)。この長い時間、夫が産婦さんのそ
ばに付き添い、声をかけ励ましたり痛みを感じる腰やおなかにやさしく触れたりなどサポートすること
で、産婦さんは自身が持つ産む力を最大限に発揮して頑張ることができます。ご夫婦で、出産の喜び
や苦労を一緒に分かちあうことができる立ち会い出産は、お互いの信頼や絆を深めることにもつなが
るかけがえのない経験となります。

本院では、コロナ禍は立ち会い出産を中止していましたが、ご希望される声も多く、2023年8月より
再開しました。立ち会い出産をご希望されるご夫婦が、満足のいく出産経験となるように支援させて
いただきます。

出産は、登山やフルマラソンに例えられることがあります。産婦さんが緊張や不安を抱え栄養や休息を摂らず一人
で進んでいては、いずれ心身ともに疲労してゴールを諦めてしまうかもしれません。しかし、夫に伴走してもらいサポ
ートを得ることで、無事にゴールにたどり着くことができます。つまり二人が協力し合うことが大切です。

文中では、夫と記載していますが、パートナーや実母など、産婦さんがそばにいてほしいと
希望する方1名の立ち会いを可能としています。ご相談ください。

産科婦人科外来　B棟東3階病棟（産科婦人科) 
TEL 0776-61-3111（福井大学医学部附属病院代表）
受付時間 月～金（祝日・年末年始を除く）、9：00～16：00

お問い合わせ先

立ち会い出産の準備は、妊娠中からはじまっています。

１．立ち会い出産を希望する・しないの選択は、ご夫婦の
思いが一致することが大切です。お互いの気持ちをよく
話し合っておきましょう。

２．「リラックスして過ごしたい」「呼吸法を一緒にしてほ
しい」「腰をさすってほしい」「分娩台に乗ったら妻の手を
握りたい」など、産婦さんが夫にサポートしてほしいこと・
夫が妻にしてあげたいことを話し合いましょう。陣痛室、
分娩室での過ごしかたをイメージすることから立ち会い
出産の準備がはじまっています。二人でバースプランを
たてましょう。

①呼吸法を一緒におこなう（陣痛時、鼻から吸って口からゆっくり静かに吐く、を繰り返す）
②腰や背中、肩などを産婦さんがここちよさを感じる力加減でマッサージをおこなう
③産婦さんがリラックスできる体勢をととのえ、陣痛の合間は休息がとれるように工夫する
④プリンや冷たい飲み物など、口にしやすいものを陣痛の合間にこまめにとれるように介助する

立ち会い出産とは

立ち会い出産で大切なこと 看護職の立場から

　ご夫婦のもとに心待ちにしていたかわいい赤ちゃ
んを無事にむかえることができ、そして、ご夫婦にと
って満足のいく出産経験となりますように、看護職は
バースプランに沿ったご支援させていただきます。

心待ちにしていた赤ちゃんが産まれる大切な瞬間に立ち会うこと

産痛緩和や
リラックス効果が

期待される
夫ができるサポートの一例

エキスパートパネル

3人の臨床遺伝専門医と打ち合わせ

（上）遺伝カウンセリング　（下）中央採血室で受け付けの付き添い

　
遺
伝
診
療
の
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
な

新
薬
が
登
場
し
た
り
、自
費
診
療
だ
っ

た
治
療
が
保
険
適
応
に
移
行
し
た
り

す
る
な
ど
、目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。も
う
少
し
業
務
に
慣
れ
て
き

た
ら
、医
療
現
場
で
の
戸
惑
い
や
混
乱

防
止
に
役
立
つ
情
報
を
院
内
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、患
者
さ
ん
対
応
に

困
っ
て
い
る
看
護
師
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
学
生
時
代
に
遺
伝
の
授
業
を

受
け
な
か
っ
た
世
代
は
、遺
伝
分
野
に

苦
手
意
識
を
持
ち
が
ち
だ
と
い
う
研

究
報
告
も
あ
り
ま
す
の
で
、遺
伝
診
療

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
活
動
に
も
意
欲

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
遺
伝
学
的
検
査
で
も
診

療
科
ご
と
に
対
応
の
仕
方
が
異
な
る

部
分
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、ミ
ス
防
止

の
観
点
か
ら
意
識・認
識
や
ル
ー
ル
の

標
準
化
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
将
来
、ク
ラ

イ
エ
ン
ト
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

が
結
婚
、出
産
な
ど
人
生
の
節
目
に
差

し
掛
か
っ
た
際
に
も
、相
談
を
受
け
る

可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

次
世
代
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
信

頼
さ
れ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
り
続
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いを聞いたり、再カウンセリングの提案をし
たりといったフォローも行います。遺伝性疾
患は複合的に症状が出現することもありま
すので、必要があれば診療科をまたいで橋
渡し役を務めます。
　カウンセリング時間は1時間が基本です。
終了後に遺伝学的検査を受けるクライエン
トは中央採血室に案内し、受付手続きが終
わるまで付き添います。

　遺伝カウンセリングの運営に携わる4人
のメンバーは、毎月1回、定期的にWEBで
研究会を実施しています。これとは別に、必
要に応じて随時打ち合わせを行います。遺
伝診療部の運営にかかわる案件もあれば、
遺伝学的検査結果の評価や治療方針など
症例検討の場合もあります。個別案件では
主治医と私の2人で行うこともあり、疾患や
症例に応じて顔ぶれは流動的です。

　臨床遺伝専門医の井川正道部長・教授は
脳神経内科、前田浩幸副部長・准教授は乳
腺外科、玉村千代助教は産科婦人科と専
門が異なりますが、遺伝に関する知見は共
通していますので、他の診療科の症例でも
検討に加わっていただくことがあります。

　本院はがんゲノム医療連携病院として、
がんゲノム外来を窓口にがん遺伝子パネル
検査を実施しています。
　エキスパートパネルはがん遺伝子パネル
検査の解析結果を、がんゲノム医療中核拠
点病院の京都大学医学部附属病院を中心
とする複数の連携病院の専門家が、各病院
から提出される個別の解析データについて
テレビ会議で評価し、検出された遺伝子異
常に効果が期待される薬剤を検討するもの
です。週1回、定時に開催され、本院からは
臨床遺伝専門医、がんゲノム外来担当医、
主治医らと私が参加します。
　1回につき最大25件について評価・検討
することになっており、本院も毎回1～5件
程度のデータを提出しています。遺伝性の
がんである可能性を指摘される症例もあり、
そのことを患者さんに伝える場の設定、そ
の後の健康管理や血縁者の検査などにつ
いての情報提供は私が担当しています。

　遺伝カウンセリングは遺伝にかかわる悩
みや不安、疑問などを持つクライエントに、
医学的な情報を分かりやすく伝え、理解し
ていただく場です。クライエントが患者さん
なら、疾患や治療法、遺伝性の可能性、遺
伝学的検査などの説明がメーンになります。
　その上で、クライエントからさまざまなお
話しをうかがい、関連情報の提供や助言を
して、本人が問題解決に向けた判断をでき
るように、心理面や社会面も含めた支援を
行います。その場で遺伝学的検査を決断す
るクライエントもいらっしゃいます。
　1人で臨むクライエントもいれば、ご夫
婦・ご家族同伴の場合もあります。病院側は
臨床遺伝専門医、主治医、遺伝カウンセ
ラーで対応するのが基本です。臨床遺伝専
門医自身が担当している患者さんや、患者
さん以外からの相談の場合は、専門医と私
の2人で対応することもあります。
　医学的な情報は医師が伝え、私は他の部
分をカバーする形で役割分担しています。
具体的には、遺伝学的検査のプロセスや支
援制度などの情報提供・提案などのほか、
医師の説明に対するクライエントの反応を
観察して理解度や認識を把握し、感情や本
音を吐露いただけるように努めます。
　1回では結論が出ない場合もありますの
で、後日にクライエントと接触して状況や思

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
13：30～14：30

遺伝カウンセリング

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
16：00～17：00

スタッフとの打ち合わせ

がん診療推進センター・会議室
17：30～18：30

エキスパートパネル
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立ち会い出産
　立ち会い出産とは、ご夫婦がお互いに協力してこの出産に臨むことです。陣痛が始まってから赤ち
ゃんが産まれるまでにかかる時間は、約12～15時間です(初産婦)。この長い時間、夫が産婦さんのそ
ばに付き添い、声をかけ励ましたり痛みを感じる腰やおなかにやさしく触れたりなどサポートすること
で、産婦さんは自身が持つ産む力を最大限に発揮して頑張ることができます。ご夫婦で、出産の喜び
や苦労を一緒に分かちあうことができる立ち会い出産は、お互いの信頼や絆を深めることにもつなが
るかけがえのない経験となります。
 本院では、コロナ禍は立ち会い出産を中止していましたが、ご希望される声も多く、2023年8月より
再開しました。立ち会い出産をご希望されるご夫婦が、満足のいく出産経験となるように支援させて
いただきます。

　出産は、登山やフルマラソンに例えられることがあります。産婦さんが緊張や不安を抱え栄養や休息を摂らず一人
で進んでいては、いずれ心身ともに疲労してゴールを諦めてしまうかもしれません。しかし、夫に伴走してもらいサポ
ートを得ることで、無事にゴールにたどり着くことができます。つまり二人が協力し合うことが大切です。

文中では、夫と記載していますが、パートナーや実母など、産婦さんがそばにいてほしいと
希望する方1名の立ち会いを可能としています。ご相談ください。

産科婦人科外来　B棟東3階病棟（産科婦人科) 
TEL 0776-61-3111（福井大学医学部附属病院代表） 
受付時間 月～金（祝日・年末年始を除く）、9：00～16：00

お問い合わせ先

　立ち会い出産の準備は、妊娠中からはじまっています。

１．立ち会い出産を希望する・しないの選択は、ご夫婦の
思いが一致することが大切です。お互いの気持ちをよく
話し合っておきましょう。

２．「リラックスして過ごしたい」「呼吸法を一緒にしてほ
しい」「腰をさすってほしい」「分娩台に乗ったら妻の手を
握りたい」など、産婦さんが夫にサポートしてほしいこと・
夫が妻にしてあげたいことを話し合いましょう。陣痛室、
分娩室での過ごしかたをイメージすることから立ち会い
出産の準備がはじまっています。二人でバースプランを
たてましょう。

①呼吸法を一緒におこなう（陣痛時、鼻から吸って口からゆっくり静かに吐く、を繰り返す）
②腰や背中、肩などを産婦さんがここちよさを感じる力加減でマッサージをおこなう
③産婦さんがリラックスできる体勢をととのえ、陣痛の合間は休息がとれるように工夫する
④プリンや冷たい飲み物など、口にしやすいものを陣痛の合間にこまめにとれるように介助する

立ち会い出産とは

立ち会い出産で大切なこと 看護職の立場から

　ご夫婦のもとに心待ちにしていたかわいい赤ちゃ
んを無事にむかえることができ、そして、ご夫婦にと
って満足のいく出産経験となりますように、看護職は
バースプランに沿ったご支援させていただきます。

心待ちにしていた赤ちゃんが産まれる大切な瞬間に立ち会うこと

産痛緩和や
リラックス効果が

期待される
夫ができるサポートの一例

エキスパートパネル

3人の臨床遺伝専門医と打ち合わせ

（上）遺伝カウンセリング （下）中央採血室で受け付けの付き添い
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いを聞いたり、再カウンセリングの提案をし
たりといったフォローも行います。遺伝性疾
患は複合的に症状が出現することもありま
すので、必要があれば診療科をまたいで橋
渡し役を務めます。

カウンセリング時間は1時間が基本です。
終了後に遺伝学的検査を受けるクライエン
トは中央採血室に案内し、受付手続きが終
わるまで付き添います。

　遺伝カウンセリングの運営に携わる4人
のメンバーは、毎月1回、定期的にWEBで
研究会を実施しています。これとは別に、必
要に応じて随時打ち合わせを行います。遺
伝診療部の運営にかかわる案件もあれば、
遺伝学的検査結果の評価や治療方針など
症例検討の場合もあります。個別案件では
主治医と私の2人で行うこともあり、疾患や
症例に応じて顔ぶれは流動的です。

　臨床遺伝専門医の井川正道部長・教授は
脳神経内科、前田浩幸副部長・准教授は乳
腺外科、玉村千代助教は産科婦人科と専
門が異なりますが、遺伝に関する知見は共
通していますので、他の診療科の症例でも
検討に加わっていただくことがあります。

　本院はがんゲノム医療連携病院として、
がんゲノム外来を窓口にがん遺伝子パネル
検査を実施しています。

エキスパートパネルはがん遺伝子パネル
検査の解析結果を、がんゲノム医療中核拠
点病院の京都大学医学部附属病院を中心
とする複数の連携病院の専門家が、各病院
から提出される個別の解析データについて
テレビ会議で評価し、検出された遺伝子異
常に効果が期待される薬剤を検討するもの
です。週1回、定時に開催され、本院からは
臨床遺伝専門医、がんゲノム外来担当医、
主治医らと私が参加します。
　1回につき最大25件について評価・検討
することになっており、本院も毎回1～5件
程度のデータを提出しています。遺伝性の
がんである可能性を指摘される症例もあり、
そのことを患者さんに伝える場の設定、そ
の後の健康管理や血縁者の検査などにつ
いての情報提供は私が担当しています。

遺伝カウンセリングは遺伝にかかわる悩
みや不安、疑問などを持つクライエントに、
医学的な情報を分かりやすく伝え、理解し
ていただく場です。クライエントが患者さん
なら、疾患や治療法、遺伝性の可能性、遺
伝学的検査などの説明がメーンになります。

その上で、クライエントからさまざまなお
話しをうかがい、関連情報の提供や助言を
して、本人が問題解決に向けた判断をでき
るように、心理面や社会面も含めた支援を
行います。その場で遺伝学的検査を決断す
るクライエントもいらっしゃいます。
　1人で臨むクライエントもいれば、ご夫
婦・ご家族同伴の場合もあります。病院側は
臨床遺伝専門医、主治医、遺伝カウンセ
ラーで対応するのが基本です。臨床遺伝専
門医自身が担当している患者さんや、患者
さん以外からの相談の場合は、専門医と私
の2人で対応することもあります。
　医学的な情報は医師が伝え、私は他の部
分をカバーする形で役割分担しています。
具体的には、遺伝学的検査のプロセスや支
援制度などの情報提供・提案などのほか、
医師の説明に対するクライエントの反応を
観察して理解度や認識を把握し、感情や本
音を吐露いただけるように努めます。
　1回では結論が出ない場合もありますの
で、後日にクライエントと接触して状況や思

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
13：30～14：30

遺伝カウンセリング

遺伝診療部・遺伝カウンセリング室
16：00～17：00

スタッフとの打ち合わせ

がん診療推進センター・会議室
17：30～18：30

エキスパートパネル
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年
齢
よ
っ
て
変
わ
る
ス
ト
レ
ス
要
因
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　「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
気
味
」「
最
近
、仕
事
で
ケ

ア
レ
ス
ミ
ス
が
増
え
た
」「
な
ん
と
な
く
イ
ラ

イ
ラ
す
る
」。こ
う
し
た
症
状
は
、メ
ン
タ
ル

の
不
調
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。メ
ン
タ

ル
の
不
調
は
肉
体
的
な
疲
労
や
行
動
、精
神

面
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。年
齢
を
重

ね
て
く
る
と
、自
分
の
健
康
や
親
の
介
護
、定

年
、近
親
者
と
の
別
離
な
ど
ス
ト
レ
ス
要
因

が
増
え
、心
と
体
に
不
調
を
も
た
ら
す
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
、あ
る
い

は
日
常
を
よ
り
元
気
に
生
き
生
き
と
過
ご

す
た
め
に
、日
頃
か
ら「
自
分
で
自
分
の
心
身

を
整
え
て
い
く
」セ
ル
フ
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
自
分
自

身
の
ス
ト
レ
ス
の
状
況
や
心
身
の
変
化
、不

調
に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、病
気

の
進
行
や
不
調
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　
〇
ス
ト
レ
ス
は
早
め
に
発
散
し
、た
め
込

ま
な
い
よ
う
に
す
る

〇
忙
し
い
時
ほ
ど

休
み
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
る

〇
ス
ト

レ
ス
は
あ
っ
て
当
た
り
前
と
考
え
、自
分
に

ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
、

と
い
っ
た
心
の
持
ち
方
を
変
え
る
方
法
の
ほ

か
、〇
早
寝
早
起
き

〇
一
日
三
食
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
な
ど
、生
活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
、食
習
慣
を
見
直
す
こ
と
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。〇
寝
酒
は
し
な
い

〇
眠
く
な
っ
て
か

ら
就
寝
す
る
な
ど
、快
適
な
睡
眠
を
心
が
け

る
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、セ
ル
フ
ケ
ア
を
義
務
と
し
て
実

践
し
よ
う
と
す
る
と
、そ
れ
自
体
が
ス
ト
レ

ス
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。手
始
め
に「
お
す

す
め
セ
ル
フ
ケ
ア
」の
な
か
か
ら
自
分
に

合
っ
た
方
法
を
選
ん
で
行
っ
て
み
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア
の
な
か
で
基
本
と
な
る
の
が

「
運
動
」で
す
。適
度
な
運
動
は
ス
ト
レ
ス
を

和
ら
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、体
に
も
良
い
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。厚
生
労
働
省
は
体
を

動
か
す
こ
と
で
、糖
尿
病
、心
臓
病
、脳
卒
中
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、う
つ
、認
知

症
な
ど
に
な
り
に
く
く
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、「
運
動
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も

毎
日
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」「
本
格
的
な

運
動
は
長
続
き
し
な
い
」と
い
う
人
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
、参
考
に
し
た

い
の
が
厚
生
労
働
省
の「
+
10（
プ
ラ
ス
テ
ン
）」

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
ふ
だ
ん
運
動
し
て
い
な
い
人
は
１
日
10
分

の
運
動
か
ら
始
め
る
。す
で
に
運
動
を
し
て

い
る
人
は
運
動
時
間
を
１
日
10
分
増
や
す
。

そ
れ
だ
け
で
、さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
得
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。散
歩
な
ど
の
有
酸

素
運
動
や
、ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
肉
を
鍛

え
る
運
動
な
ら
、運
動
器
具
を
必
要
と
せ

ず
、思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

運
動
を
「
＋
 

」

自
分
に
合
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
を

（厚生労働省「生活習慣病予防のための健康情報サイト e-ヘルスネット」より）

・体を動かす
・今の気持ちを書いてみる
・腹式呼吸を繰り返す
・「なりたい自分」に目を向ける
・音楽を聞く、歌を歌う
・失敗したら、まずは笑ってみる

・死亡のリスクを2.8％低下
・生活習慣病発症を3.6％低下
・ガン発症を3.2％低下
・ロコモ・認知症の発症を8.8％低下
・1年間継続すると、
 1.5-2.0kg減量の効果

おすすめセルフケアプラス10で期待できる効果

10（
プ
ラ
ス
テ
ン
）

2021

健康づくりの第一歩は、自分自身
がストレスに気付き、これに対処す
る「セルフケア」の必要性を知るこ
とです。手軽に始められるセルフケ
アを紹介します。

良 食
良 薬

カラダがよろこぶ
健康食材

糖
質
は
体
や
臓
器
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

栄
養
素
で
す
。糖
質
と
食
物
繊
維
を
合
わ
せ
て
炭
水

化
物
と
呼
ば
れ
て
お
り
、た
ん
ぱ
く
質
、脂
質
と
並
ん

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
、三
大
栄
養
素
の
一
つ

で
す
。炭
水
化
物
か
ら
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う

ち
、食
物
繊
維
に
由
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ご
く
わ
ず

か
で
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
糖
質
由
来
と
な
り
ま
す
。食

物
と
し
て
体
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
も
の
は
、単
糖
類
、二
糖
類
、少
糖
類
、多
糖
類
、

糖
ア
ル
コ
ー
ル
に
分
か
れ
ま
す
。特
に
脳
に
と
っ
て
は

唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま

た
、食
物
繊
維
は
体
内
の
消
化
酵
素
で
は
消
化
で
き

な
い
性
質
で
、食
物
繊
維
の
種
類
の
中
に
は
、結
腸
が

ん
の
予
防
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
の
抑
制
、脂
肪
吸

収
の
抑
制
、ミ
ネ
ラ
ル
吸
収
の
増
加
に
関
係
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
質
と
聞
く
と
、文
字
か
ら
つ
い
甘
い
物
を
想
像
し

て
し
ま
い
ま
す
ね
。も
ち
ろ
ん
、糖
質
の
代
表
で
あ
る

砂
糖（
シ
ョ
糖
）は
甘
い
で
す
が
、米
や
小
麦
な
ど
の
穀

類
や
芋
類
に
多
く
含
ま
れ
る
多
糖
類
の
で
ん
ぷ
ん
そ

の
も
の
に
は
甘
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
ん
ぷ
ん
は
ブ
ド

ウ
糖
が
多
数
つ
な
が
っ
た
構
造
を
し
て
い
て
、唾
液
で

細
か
く
分
解
さ
れ
て
ブ
ド
ウ
糖
に
な
る
と
私
た
ち
は

甘
み
を
感
じ
ま
す
。ご
飯
や
パ
ン
を
よ
く
噛
む
と
甘
く

な
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。た
く
さ
ん
連
な
っ
て
い
る

分
、で
ん
ぷ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
高
い
で
す
。

炭
水
化
物（
糖
質
）の
目
安
摂
取
量
は
１
日
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
50
〜
65
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。１

日
に
1
6
0
0
k
c
a
l
必
要
な
場
合
は
、炭
水
化

物（
糖
質
）2
0
0
〜
2
6
0
g
に
相
当
し
ま
す
。

近
年
、「
ロ
カ
ボ
Ⓡ
」を
提
唱
し
て
い
る
食・楽・健
康

協
会
で
は
１
食
で
摂
取
す
る
糖
質
量
を
20
〜
40
g
＋

デ
ザ
ー
ト
は
10
g
以
下
と
し
て
い
ま
す
。お
に
ぎ
り
2

個
と
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
糖
質
1
0
0
ｇ
く
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、お
に
ぎ
り
は
減
ら
し
、お
か
ず

（
肉・魚
、野
菜
）を
し
っ
か
り
摂
り
、甘
み
は
低
糖
質
甘

味
料
を
上
手
に
活
用
し
て
糖
質
は
抑
え
よ
う
と
述
べ

て
い
ま
す
。カ
ロ
リ
ー
は
同
じ
で
も
糖
質
が
多
い
と
食

後
の
血
糖
値
が
大
き
く
あ
が
り
ま
す
。た
だ
し
、過
度

な
糖
質
制
限
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
な
り
、筋
肉
が
分

解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、糖
質
の
摂
取
を

ゼ
ロ
に
は
せ
ず
に「
緩
や
か
な
糖
質
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
飯
抜
き
で
お
か
ず
だ
け
食
べ
る
と
い
う
よ
う
な

食
べ
方
は
極
端
に
糖
質
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
不
足
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。逆
に
糖

質
の
取
り
過
ぎ
は
体
内
で
中
性
脂
肪
の
合
成
を
促
進

し
ま
す
。糖
質
の
中
で
も
特
に
、砂
糖
、果
糖
、ブ
ド
ウ

糖
の
甘
い
糖
や
ジ
ャ
ム
、ハ
チ
ミ
ツ
、菓
子
類
な
ど
は

多
く
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
な
習
慣
に
し
て
い
け
る
と
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
ま
す
。主
食
、主
菜
、副
菜

の
組
み
合
わ
せ
を
意
識
し
て
食
事
を
と
り
、楽
し
み

の
デ
ザ
ー
ト
は
過
度
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
低
糖

質
の
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
け
る
と

い
い
で
す
ね
。

●
糖
質
と
は
？

●
糖
質
っ
て
甘
い
も
の
？

●
適
正
糖
質

●
過
度
な
制
限
は
せ
ず
に
工
夫

主
食
、
主
菜
、
副
菜
の

組
み
合
わ
せ
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

自分に合った
セルフケアで
心と体を健康に

岸
下

宏
美

き
し
し
た

管
理
栄
養
士

ひ

ろ

み

最
近
、糖
質
に
関
す
る
情
報
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
糖
質
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

糖
質
の
お
は
な
し
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年
齢
よ
っ
て
変
わ
る
ス
ト
レ
ス
要
因
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「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
気
味
」「
最
近
、仕
事
で
ケ

ア
レ
ス
ミ
ス
が
増
え
た
」「
な
ん
と
な
く
イ
ラ

イ
ラ
す
る
」。こ
う
し
た
症
状
は
、メ
ン
タ
ル

の
不
調
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。メ
ン
タ

ル
の
不
調
は
肉
体
的
な
疲
労
や
行
動
、精
神

面
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。年
齢
を
重

ね
て
く
る
と
、自
分
の
健
康
や
親
の
介
護
、定

年
、近
親
者
と
の
別
離
な
ど
ス
ト
レ
ス
要
因

が
増
え
、心
と
体
に
不
調
を
も
た
ら
す
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
、あ
る
い

は
日
常
を
よ
り
元
気
に
生
き
生
き
と
過
ご

す
た
め
に
、日
頃
か
ら「
自
分
で
自
分
の
心
身

を
整
え
て
い
く
」セ
ル
フ
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
自
分
自

身
の
ス
ト
レ
ス
の
状
況
や
心
身
の
変
化
、不

調
に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、病
気

の
進
行
や
不
調
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

あ
り
ま
す
。

〇
ス
ト
レ
ス
は
早
め
に
発
散
し
、た
め
込

ま
な
い
よ
う
に
す
る

〇
忙
し
い
時
ほ
ど

休
み
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
る

〇
ス
ト

レ
ス
は
あ
っ
て
当
た
り
前
と
考
え
、自
分
に

ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
、

と
い
っ
た
心
の
持
ち
方
を
変
え
る
方
法
の
ほ

か
、〇
早
寝
早
起
き

〇
一
日
三
食
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
な
ど
、生
活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
、食
習
慣
を
見
直
す
こ
と
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。〇
寝
酒
は
し
な
い

〇
眠
く
な
っ
て
か

ら
就
寝
す
る
な
ど
、快
適
な
睡
眠
を
心
が
け

る
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、セ
ル
フ
ケ
ア
を
義
務
と
し
て
実

践
し
よ
う
と
す
る
と
、そ
れ
自
体
が
ス
ト
レ

ス
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。手
始
め
に「
お
す

す
め
セ
ル
フ
ケ
ア
」の
な
か
か
ら
自
分
に

合
っ
た
方
法
を
選
ん
で
行
っ
て
み
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
ケ
ア
の
な
か
で
基
本
と
な
る
の
が

「
運
動
」で
す
。適
度
な
運
動
は
ス
ト
レ
ス
を

和
ら
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、体
に
も
良
い
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。厚
生
労
働
省
は
体
を

動
か
す
こ
と
で
、糖
尿
病
、心
臓
病
、脳
卒
中
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、う
つ
、認
知

症
な
ど
に
な
り
に
く
く
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、「
運
動
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も

毎
日
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」「
本
格
的
な

運
動
は
長
続
き
し
な
い
」と
い
う
人
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
、参
考
に
し
た

い
の
が
厚
生
労
働
省
の「
+
10（
プ
ラ
ス
テ
ン
）」

と
い
う
考
え
方
で
す
。

ふ
だ
ん
運
動
し
て
い
な
い
人
は
１
日
10
分

の
運
動
か
ら
始
め
る
。す
で
に
運
動
を
し
て

い
る
人
は
運
動
時
間
を
１
日
10
分
増
や
す
。

そ
れ
だ
け
で
、さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
得
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。散
歩
な
ど
の
有
酸

素
運
動
や
、ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
肉
を
鍛

え
る
運
動
な
ら
、運
動
器
具
を
必
要
と
せ

ず
、思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

運
動
を
「
＋

」

自
分
に
合
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
を

（厚生労働省「生活習慣病予防のための健康情報サイト e-ヘルスネット」より）

・体を動かす
・今の気持ちを書いてみる
・腹式呼吸を繰り返す
・「なりたい自分」に目を向ける
・音楽を聞く、歌を歌う
・失敗したら、まずは笑ってみる

・死亡のリスクを2.8％低下
・生活習慣病発症を3.6％低下
・ガン発症を3.2％低下
・ロコモ・認知症の発症を8.8％低下
・1年間継続すると、

1.5-2.0kg減量の効果

おすすめセルフケアプラス10で期待できる効果

10（
プ
ラ
ス
テ
ン
）

2021

健康づくりの第一歩は、自分自身
がストレスに気付き、これに対処す
る「セルフケア」の必要性を知るこ
とです。手軽に始められるセルフケ
アを紹介します。

良 食
良 薬

カラダがよろこぶ
健康食材

糖
質
は
体
や
臓
器
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

栄
養
素
で
す
。糖
質
と
食
物
繊
維
を
合
わ
せ
て
炭
水

化
物
と
呼
ば
れ
て
お
り
、た
ん
ぱ
く
質
、脂
質
と
並
ん

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
、三
大
栄
養
素
の
一
つ

で
す
。炭
水
化
物
か
ら
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う

ち
、食
物
繊
維
に
由
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ご
く
わ
ず

か
で
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
糖
質
由
来
と
な
り
ま
す
。食

物
と
し
て
体
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
も
の
は
、単
糖
類
、二
糖
類
、少
糖
類
、多
糖
類
、

糖
ア
ル
コ
ー
ル
に
分
か
れ
ま
す
。特
に
脳
に
と
っ
て
は

唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま

た
、食
物
繊
維
は
体
内
の
消
化
酵
素
で
は
消
化
で
き

な
い
性
質
で
、食
物
繊
維
の
種
類
の
中
に
は
、結
腸
が

ん
の
予
防
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
の
抑
制
、脂
肪
吸

収
の
抑
制
、ミ
ネ
ラ
ル
吸
収
の
増
加
に
関
係
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
質
と
聞
く
と
、文
字
か
ら
つ
い
甘
い
物
を
想
像
し

て
し
ま
い
ま
す
ね
。も
ち
ろ
ん
、糖
質
の
代
表
で
あ
る

砂
糖（
シ
ョ
糖
）は
甘
い
で
す
が
、米
や
小
麦
な
ど
の
穀

類
や
芋
類
に
多
く
含
ま
れ
る
多
糖
類
の
で
ん
ぷ
ん
そ

の
も
の
に
は
甘
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
ん
ぷ
ん
は
ブ
ド

ウ
糖
が
多
数
つ
な
が
っ
た
構
造
を
し
て
い
て
、唾
液
で

細
か
く
分
解
さ
れ
て
ブ
ド
ウ
糖
に
な
る
と
私
た
ち
は

甘
み
を
感
じ
ま
す
。ご
飯
や
パ
ン
を
よ
く
噛
む
と
甘
く

な
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。た
く
さ
ん
連
な
っ
て
い
る

分
、で
ん
ぷ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
高
い
で
す
。

炭
水
化
物（
糖
質
）の
目
安
摂
取
量
は
１
日
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
50
〜
65
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。１

日
に
1
6
0
0
k
c
a
l
必
要
な
場
合
は
、炭
水
化

物（
糖
質
）2
0
0
〜
2
6
0
g
に
相
当
し
ま
す
。

近
年
、「
ロ
カ
ボ
Ⓡ
」を
提
唱
し
て
い
る
食・楽・健
康

協
会
で
は
１
食
で
摂
取
す
る
糖
質
量
を
20
〜
40
g
＋

デ
ザ
ー
ト
は
10
g
以
下
と
し
て
い
ま
す
。お
に
ぎ
り
2

個
と
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
糖
質
1
0
0
ｇ
く
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、お
に
ぎ
り
は
減
ら
し
、お
か
ず

（
肉・魚
、野
菜
）を
し
っ
か
り
摂
り
、甘
み
は
低
糖
質
甘

味
料
を
上
手
に
活
用
し
て
糖
質
は
抑
え
よ
う
と
述
べ

て
い
ま
す
。カ
ロ
リ
ー
は
同
じ
で
も
糖
質
が
多
い
と
食

後
の
血
糖
値
が
大
き
く
あ
が
り
ま
す
。た
だ
し
、過
度

な
糖
質
制
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患者さんから寄せられたご意見やご質問に対してお答えしていきます。
随時ご意見やご質問を受け付けております。お気軽にご投稿ください。

患 者さんの声

いずれも福井大学医学部附属病院の薬店でお買い求めいただけます。   取材協力／一般財団法人福和会
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っ
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秋
ら
し
い
気

候
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ま
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。と
は
言
っ
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、夏

の
暑
さ
で
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
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る
か

も
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れ
ま
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。急
激
な
気
温
の
変
化

で
体
調
を
崩
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、体
調

管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

●
今
回
の
特
集
で
は
、初
期
臨
床
研
修

医
の
拡
充
を
目
指
し
た
新
た
な
取
り
組

み
を
中
心
に
次
世
代
の
医
療
人
の
育
成

に
つ
い
て
五
井
副
病
院
長
に
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
の
数
年
、初
期
臨
床
研

修
医
の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

し
て
福
井
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
魅
力
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
以
前
に
発
刊
し
た「
大
学
病
院
が
わ

か
る
本
」な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し

た
病
気
と
治
療
の
検
索
サ
イ
ト
を
、８
月

に
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し
ま
し

た
。こ
こ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
来
訪
者

を
増
や
し
て
患
者
さ
ん
獲
得
へ
繋
げ
て

い
け
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
広
報
室
）

編
集
後
記

感謝のことば

■

今回整形外科で脊髄の手術を受けました。術前はとても怖くて緊張しており、術後は創部とは異なる部位に予想外の後遺症を残してしまい、
私は年甲斐もなく泣いて先生や看護師さんを困らせたと思います。しかし、術前術後誰ひとりとして嫌な顔をせず、ゆっくり話を聞いてくれ、
会えば声をかけてくれました。スタッフの皆さまの対応がすばらしく、福井大学病院に入院して本当によかったです。これからも不安を抱えた
患者の助けになってくださることを期待します。

■

B棟時間外出入口にも入院患者用の荷物を載せるカートを何台か置い
てほしいです。正面玄関まで取りに行かなければならなくて不便です。
また、小児科での入院は付き添いが必須で長期になることもあるので、
付き添い用レンタルベッドをもう少し質のよいものにしてほしいです。

B棟時間外出入口に荷物カートがないことでご不便をおかけし申し
訳ございませんでした。18時以降も利用できるようB棟時間外出入
口にカートを配置させていただきました。付き添いベッドに関しては、
変更の検討を進めておりますが、レンタル料高騰の懸念もあり未だ
変更にいたっていません。引き続き慎重に検討をさせていただきます。

外来ホール自動支払機の列について、並んだ列によって進み具合
が異なるのは不公平になると思います。列は1列にして空いた支払
機に順番に行けるようにしてほしい。

ご意見いただいた当日は自動支払機の故障もあって混雑してしま
い、お支払いでお待たせし申し訳ございませんでした。列を1列にす
ることで、時間帯によっては長蛇の列になり、かえって混雑してしま
うため、現在のように並んでいただいております。現金でのお支払
いを希望される場合は5番支払窓口をご利用いただければ幸いで
す。ご理解とご協力をお願いいたします。

看護師の名札に付属物をつけていて名前が見えない。あえて名前
の部分に付けて見えないようにしている。名札はすっきりと氏名
を表示すべきである。

ご意見は当然のことと思います。キーホルダーや人形で名札の名
前が見えなかったり、注射作業の実施者を特定するバーコードが名
札の名前に重なっていたりするケースがありましたので、全看護職
員に氏名が見えるように名札の取り扱いを指導いたしました。今後
も注意していきたいと思います。

「4．診断書・証明書窓口」の対応について、先に番号札をもらわ
ないといけないことを知らなかった。窓口にその旨の案内板を置
くべきではないか。

「4．診断書・証明書窓口」については、窓口にお並びいただく方が
多数になった場合、番号札をお渡しして順番に手続きをさせていた
だいております。そのご案内が不十分だったことで長時間お待たせ
してしまい、誠に申し訳ございませんでした。「番号札をお渡しし順番
にご案内している」旨のお知らせを表示するようにいたしました。

短期間でしたが、とても快適に入院することができました。看護師さんたちは優しくナースコールに対応してくださり、主治医の先生の説明も
丁寧で不安は少なくなりました。また、食事が非常においしく、こんなに少ない塩分量でしっかり味を感じられ、3食が楽しみでした。ありがとう
ございました。

薬店
（ローソン内）

2223

健康お役立ちグッズ

詳しくは、福和会薬店（B棟ローソン内）にて
お尋ねください。

①意識して嗅ぐ
効率を高めるために、香りがはっきり分からない場合でも、どのような香りか想像し
ながらトレーニングを行ってください。

鼻洗浄で鼻腔、線毛、嗅粘膜を清潔にしてから嗅覚トレーニングを行う
ことでより効果を得やすくなります。鼻洗浄の洗浄液は無香料でミント
やメントール等不使用で、刺激のないものがおすすめです。
福和会薬店では、病院の先生からのご要望を受け、鼻うがいのスター
ターキット「サイナスリンス」を取り扱っております。
商品につきましては、お気軽に店舗スタッフまでお申し付けください。

②短時間、毎日コツコツ続ける
トレーニングは一度に長時間かけて行うよりも、短い時間で頻回に、毎日続けるこ
とが大切です。

③日常生活の香りを取り入れる
嗅覚トレーニングの基本となる4種類の香りの他に、多くの刺激を与える方が効果があるとされています。新鮮な刺
激を嗅神経に届けるために、周りにある色々な香りを嗅覚トレーニングに取り入れてみましょう。（コーヒー、カレー、
炊き立てご飯の香りなど）

ヨーロッパを始め世界各国の医療機関、研究機関で
採用され、実績・エビデンスのある
4種類の香りを使用した嗅覚トレーニングキットです。
4種類の香りを意識的に繰り返し嗅ぐことで嗅神経を刺激し、
嗅神経細胞の再生を促す効果が期待できます。
副鼻腔炎、感冒罹患、新型コロナ後遺症などによって、
嗅覚の機能低下が認められた方向けの商品です。
エッセンシャルオイルを使用しているため、全ての年齢、
妊娠中や授乳中の方でも安心してご使用いただけます。

より効果を高める！ 嗅覚トレーニング前の鼻うがい

■Smell Restore

■サイナスリンス

嗅覚トレーニングのポイント
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新しく優しい医療をあなたのもとへ

見える医療を開拓する。
福井大学医学部附属病院

情報誌「フロンティア」

第27号／2023.11

座談会

厚労省指定モデル事業が発進！
脳卒中・心臓病等総合支援センター

アンチエイジング入門
自分に合ったセルフケアで心と体を健康に

特集／Clo s e  Up  Fron t i e r

次世代育成
初期臨床研修医の拡充目指し
環境とプログラムの魅力を
強力にアピール。
福井大学医学部附属病院 副病院長（教育担当）

五井 孝憲
トピックス
北陸初の高度被ばく医療支援センター

目の手術室

新型コロナウイルス感染症、2類から5類へ

リポート
遺伝カウンセラーの1日に密着！

「専門医や診療科と連携して遺伝にかかわる相談に対処」
認定遺伝カウンセラー　池田 和美

安
心
と
信
頼
の
た
め
に
、

そ
の
先
を
目
指
し
て
。

福井大学医学部附属病院
特定機能病院

〒910-1193福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23-3　TEL 0776-61-3111（代） 0776-61-8615（病院広報室）
URL:www.hosp.u-fukui.ac.jp/

広報に関するご意見、ご要望をお聞かせください。

福井街角放送の「Radioあいらんど」番組内で、
“福大病院まちかどラジオ”が放送されます。
福井大学病院の最新情報や、季節に合わせた旬な
情報をお送りしますので皆さんぜひお聴きください。

放送日時：毎月第1、3水曜日 
16：30分頃から約10分間放送

FM77.3MHz

まちかどラジオを知っていますか？

福井街角放送はカーラジオをお使いいただくと、嶺北地方の広
範囲でお聴きいただくことが可能です。また、福井ケーブルTV
のガイドチャンネル（555ch）でもお楽しみいただけます。

11月1日

11月15日
12月6日
12月20日
1月3日
1月17日
2月7日
2月21日
3月6日
3月20日

ワクチン接種の必要性
（インフル、コロナ、肺炎球菌）

未来に残そう抗菌薬
日常検査から分かる腎臓の病気
大腸疾患（大腸がん）に関して
声がれの病気
慢性腎臓病
乳がん検診について（仮）
スギ花粉症
頭痛
未定

■放送予定

放送日 テーマ


